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大管長会 メッセージ

福音と芸術

大管 長

ス ベ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

ム や 教 会員 は， 演劇 ，音 楽， 文学 ，彫 刻，7

絵 画， 科学 ， その 他， 美 を追求 す るあ ら

ゆ る分 野 で はなぱ な しい活 躍 を見せ て い る。

教 会 貝が そ れぞ れの分 野 で卓越 した地位 を固

め，や が て世 の 人々 の注 目を浴 び る 日が来 る

こ とを，私 は長 い間夢 見 て きた。

ジ ョン ・テ イラー大 管長 もこの こ とを予 言

し， 次 の よ うな言 葉 で強調 して いる。

「私 の言葉 に 注意 し， それ を書 き留 め て，

私 の 語 った こ とが 実現 す るか ど うか 見て いて

いた だ きた い。

あな た方 は，宗 教 に関 して今 日の私 たちが

そ うで あ る ように， シオ ンが あ らゆ る学 問の

分 野 で， そ れ もあ らゆ る面 に お いて世 をは る

か に しの ぐ日が 来 るの を見 るで あろ う。

神 は ， シオ ンが全世 界の 人々の 称賛 と誉 れ

を勝 ち得， その 声望 が王 た ちの耳 に達 して彼

らが シオ ンの栄光 に 注 目す る よ うに な るこ と

を望 ん でお られ る。」(説 教，1857年9月20日 ：

銑 θ!晩∬θηg67「メ ッセ ン ジ ャー 」1953年7
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月号参 照)

私 たちの教 会 には， ワ グナ ー(ド イツ の作

曲家，1813-83)に 近 づ い てい る人， あ る，い

は近 い将来 その 域 に到運 す る人 が大勢 い る。

芸術 を愛 し，並 はず れ た才能 を持 った， 創作

意欲 に燃 え る若 者 た ちが それ であ る。私 た ち

は， この ドイツの大 作 曲家 ワ グナー を しの ぐ

作 曲家 を世 に 送 り出 した い もので あ る。 もっ

ともそ の奇行 では な く，霊 的 な面 にお いて で

あ るが 。

ヴ ェルデ ィ(1813-1900)の 歌劇 「ア イー

ダ」や 「トロヴ ァ トー レ」，その他 の傑 作 を聴

いて魅 了 され ない 人は いな い と思 う。 で は も

うヴェルデ ィの よ うな， あ るい はヴ ェルデ ィ

を しの ぐよ うな作 曲 家 は出 ない のだ ろ うか。

バ ッハ(1685-1750)の よ うな作 曲家 を送 り出

す こ とは で きない もの だ ろ うか 。一部 の 音楽

家 はバ ッハの音 楽 を評 して， 宗教 が その 創始

者 に負 う所が 多い ように， と りわけ オルガン ・

コー ラル音楽 はバ ッハ に 負 う所 が 多い と述べ

て いる。 私 たちが 自らの持 つ可能 性 を完 全 に

理解 し， 理想 を描 き， 未来 に対 す る ビジ ョン

を しっか りと心 に抱 き続 け るな らば，私 た ち

の時代 に，私 た ちの民 の 中に， そ の よ うな大

作 曲家 が誕生 す るで あ ろ う。

ブ リガム ・ヤ ン グは語 ってい る。「数 学，音

楽 ， その他 あ らゆ る科 学 ，芸 術の世 界 にお け

るすべ ての偉 業， 高度 な技術 ， 人類へ の貢 献

は， こ とご と く聖 徒 た ちの 中か ら生 まれ て然

るべ き もの で あ る。」

世 界各地 の教 会を訪れて，聖徒 たちの甘美 な

歌 声に私 は何 度心 を奪 われ たか知 れ ない。これ

ら今 日の，また明 日の忠 実 な聖徒 たちは，優 れ

た才能 を秘 め てい る。従 っ て，最 高 の訓練 を受

けるならば ，大歌 手 と言 われ て いる 人々に 勝 る
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と も劣 らな い者 に なれ る と，私 は信 じて い る。

天 性 の能 力 を具 え，高 度 な訓練 を施 され た

教会 貝 は，他 の人 々 を しの ぐは ずで あ る。 と

い うの も，光 と真理 を もた らす聖 きみた まを

特別 に受 けて い るか らで ある。私 たちの 中 に

は， 才 能 に恵 まれ なおか つ神 に従 順 な 人々が

大 勢 い る。つ ま り， 私 た ちは才能 を正 し く効

果 的 に発揮 し得 る人々 を大勢 抱 え てい るの で

あ る。

あ る偉 大 な芸 術 家 は， 自分 の作 品の 中で ど

れが最 高 か と問 われ て，即座 に 「次 の作 品 で

す 」 と答 えた とい う。

完 全 な もの，つ ま り最高 に して最 上 の もの

を 目ざ して努 力す るな らば， 言い換 えれば，

並 であ る こ とに決 して満 足 しなけ れば， 私 た

ちは他 に秀 で る こ とが で きるので あ る。 それ

な のに， 作 曲 と演奏 の両 分野 にお い て， ベン

デ ルの 「救世 主 」 を しの ぐオ ラ ト リオ をだれ

も書 け な いの はなぜ だ ろ うか 。現 在 まで， ま

だ最 高 の作 品 は書か れ てい ない し，発 表 され

て もいな い。 その最 高傑 作 の主題 に は， ニー

フ ァイ人へ の キ リス トの訪 れ を取 り上 げ るこ

とが で きるで あ ろ う。 ま た， 私 た ちの明 日の

芸 術家 た ちは， キ リス トが権 能 と大 い な る栄

光 を もって再 びア メ リカ大 陸 を訪 れ ， この神

権 時代 に地 上 に神 の王 国 を設立 され た こ とを，

詩 に歌 い， それ に曲 をつ け るこ とが で きる。

ヘ ンデル も， そ の他過 去，現 在 ，未 来 の どの

作 曲家 も， この大 い な る出来事 を決 して作 品

に で きなか っ た し， また今 後 も余す とこ ろな

く表現 す るこ とはで きな いで あ ろ う。歴 史 と

教義 と啓示 を学 び，豊 か な音楽 的才 能 と経 験

に加 えて十分 な訓練 を受 け た， 霊 感 あふれ る

末 日聖徒 で な い限 り， 御 父 と御 子 の訪 れや ，

教義 と神 権 とその鍵 の 回復が もた らした栄 光
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を，言葉 や音 楽 で ドラマ チ ッ クに 表現 し得 な

いので はな いだ ろ うか 。

ア イル ラ.ンド生 まれの劇 作 家 ・批評 家 ジ ョ

ー ジ・バー ナー ド・シ ョー(1856-1950)は
，

人生 に対 す る態度 を要約 して次 の よ うに述べ

て いる。 「人 は物事 を見て， 『なぜ で きたの だ

ろ う』 と考 え る。 しか し，私 はだ れ も成 し遂

げ ていないことを夢 見 て， 『私 にで きな い こ と

があろうか』 と思 う。」私 たち に必要 な の は，

だ れ も成 し遂 げて い ない こ とを夢 見 て， 『私

にで きない こ とがあ ろ うか』 と問 うこ とであ

る。

ニ コ ロ ・パ ガニー 二(1782-1840)は イ タ

リア のバ イオ リニ ス トであ る。 なぜ私 たち は

パ ガニ ー二や その他 彼 の よ うな偉 大 な芸 術家

を見 いだ し，養 成 して， 世 に送 り出す こ とが

で きない のだ ろ うか 。 演 奏 力 と表 現 力 の深

さ，気 品 の高 さに おい て， なぜ あ の有名 なハ

ンガ リー の作 曲家 ・ピアニ ス トの リス ト(1811

-1886)を しの ぐピア ニ ス トを音 楽 界 に送

り出.せないの だ ろ うか 。教 会貝 の 中で有 能 な

ピア ノ奏者 はす で に何 入か 誕生 してい る。 し

か し私 は， 生 き長 らえて， ポー ラン ドの政 治

家 であ り， 作 曲家 で あ り， ピアニ ス トであ っ

たパ デ レフ スキー(1860-1941)を しの ぐピ

ア ニス トをこの 目で見 ， この耳 で その演 奏 を

聴 くこ とが で きた ら と，秘 か に願 って い る。

19世 紀の ポー ラ ン ドの パデ レフ スキー を限 り

に， 立派 な ピアニ ス トがす べ て絶 えた わけ で

はない。傑 出 した独創性 ， 神 経の 細や か さ，

ロー マ ン主義 的 な表現 を もった才能 の すべ て

が， パデ レフス キー とい うひ と りの 人間 とそ

の手に凝 集 され たわ けで は ない。 比類 な いは

なぱ な しい生 涯 を送 っ た この著 名 な ピア ニ ス

トに続 く芸 術家 が生 まれ るはず で ある。
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ミケ ラ.ンジ ェ ロは も う出 ない のだ ろ うか。

いや ， その よ うな こ とはな い。彼 の作 品 で あ

るフ ロー レ ンスの ダ ビデ像や ロー マ の モーゼ

像 は，私 た ちに追従 を促 す もの で ある。 彼 の

よ うな才 能 の持 ち主 は， あ の時代 に出尽 くし

た のだ ろ うか 。 ミケ ラン ジェ ロの よ うな才能

を持 った， そ れで いて不 道徳 や 肉欲や 偏 狭 と

は 全 く縁の な い心 を持 った 人間 を見 い だせ な

い もの だ ろ うか。偉 大 な芸術 家 の 多 くは，正

道 をそれ， 道徳 的 に堕落 して いた と言 われ て

い る。 それに もか かわ らず， 彼 らは偉 大 な名

高 い芸 術家 に な った。 それ が も し も道徳 的 に

清 く， 啓示 を受 け る資格 が あ って， 同等 の才

能 を持 った 人で あった な らど うであ ろ うか。

ここ で登場 す るのが ，シェ イ クス ピア(1564

-1616)で あ る
。 シェ イ クス ピア ほ どその 作

品 を引用 され る入はいない。この英 国 の詩 人 ・

劇 作家 は， 驚 異 的 な数 の作 品 を残 して い る。

ハ ム レ ッ トや ， オセ ロや， リア王や ， マ クベ

ス は， 彼の おび ただ しい量 の 作 品か らす る と，

前書 きの よ うな もの で ある。 かつ て彼 の よ う

に非 凡 な才能 に 恵 まれ た者が い ただ ろ うか 。

世 界は シ ェイ クス ピア をた だの ひ と りしか 生

み 出せ ない のだ ろ うか。

私 た ちの世 界 に は真 の政 治家が 必要 であ る。

ジ ョー ジ ・バ ー ナー ド ・シ ョー に倣 って， 『私

に で きな い こ とが あ ろ うか』 と問 うてみ よ う。

私 た ちには 人材 も設備 も備 わ って いる。 また，

訓練 も立派 に行 な え る状 態 にあ る。 それ に霊

的 な環 境 も整 って い る。私 た ちは，扇 動政 治

家 では な い本物 の政 治家 を養 成 しなけれ ば な

らない。 一椀 の あつ もの のた めに生 得権 を売

るよ うな弱 い 人間で はな く， 高潔 な 人間 を養

成 しな けれ ば な らない。私 たちは， 大切 な若

人 に，政 治 手腕 を身に つけ ，人々 と世 の状 態 を



知 り， 時局 と問題を 理解 す る よ う指導 を与 え

なけれ ば な らない 。将 来就 く仕事 の 技術 を十

分 身 にっ け，正 直 で誠 実 な生活 を送 り， 霊 的

な考 え方 を徹 底的 に教 え込 まれた者 な ら，決

して妥 協 は しな いで あ ろ う。

教会 に は， 歌 とな り，物 語 とな り， あ るい

は絵 とな り， 彫刻 とな る題 材が 豊富 に あ る。

例 えば， 回復， 神 の王 国が再 び設立 された こ

と，苦 闘 と挫折 ， 背教 と内部 改革， 当初 十年

間の 反改革 ， 西部 へ の移動 ， 反対運 動， 過渡

期 ，迫 害 の時代， 「喜 びあふれぬ 生 け る神 見

て」(「末 日聖 徒讃 美歌 」138番)と 歌 われてい

る奇跡 の入 ジ ョセ ブ・ス ミス， 偉大 な 開拓者 ・

建 設者 ブ リガム ・ヤ ン グ。私 は長年 ， これ ら

を十分 に表現 して，歌 に， 物 語に， 絵 画に，

彫刻 に残 す 人が現 わ れ るの を待 って い る。

私 た ちは， 教会 の ご く初 期 か ら伝 え られ て

きた芸術 的遺 産 を誇 り とす る もの で あ る。 し

か し， モル モニ ズム は まだ書 物に も， 絵画 に

も， 彫刻 に も， 講演 に も， 完 全に は表 現 され

て い ない。 それ をす るのは， これ か ら先，霊

感 を受 け た才 能 あ る人 々の務 め であ る。 この

よ うな価 値 あ る主題 に生 命 と感情 と正 しい理

解 を与 える こ とが で きるの は，忠 実 で霊的 で

活 発 な教会 員 しかい な い。偉 大 な芸術 家 の手

にな り，一 流の 批評 家 に認め られた これ らの

作 品 は，すべ て の映画 館 で長期 興行 とな り，.地

球 上 のあ らゆ る国語 の 民の 目に触 れ る こ とだ

ろ う。

私 た ちの作家 と映画 製作者 は， ご く近 い将

来，天 か らの霊 感 を受 けて 永遠 の傑作 を作 り

出す こ とだ ろ う。大義 へ の献 身 とい う力に 支

え られ た私 た ちの才能 は， ス トー リー に生 命

と感 動 ，愛 と哀 感， ドラマ，苦 痛 ，恐 れ， 勇

気 を与 え る。 そ して， 作 家 と映画 製作 者 は，

エ ジプ トか らエ リコに至 る以 上 には るかに遠

く人々 を導 い て行 った， 近代 の モーセ と言 わ

れ る偉 大 な指導 者 を作 品の主 人公 とす る。 ま

た， ホ レブの岩 か ら流 れ出 た水， 荒野 で与 え

られ たマナ ， 巨大 なぶ どう， 必要 な時 に雨が

降 った こ と， 勝 ち 目の な い戦 いに勝 った こ と，

これ らは昔 の 奇跡 で あ るが， 近代 の モー セ も

これ と同 じ位 に偉 大 な奇跡 を目の 当た りに し

たの で あっ た。

ニ コデ モ にジ ョセ ブ ・ス ミスの霊 を注 ぐと

しよ う。一 体 ど うな るだ ろ うか 。 ダ ・ビンチ，

ミケ ラ ンジ ェロ， あ るい は シェ イ クス ピアに，

神 の救 いの計 画 と個 人の啓 示 に関 して完全 な

知 識 を与 え， かつ 彼 らを清 め よ う。そ して，

彼の刻 む像 を，描 く壁 画 を，書 き下 ろす傑 作

.を見 てみ よ う。 また， 天与 の才 能 を具 えた努

力家 で，正 確 な描 写 を熱 烈に望 ん でい たヘ ン

デル に， 真実 の物 語 と啓示 に対 す る理解 を得

させ よ う。 どの よ うな名 匠， 大家 が誕生 す る

で あ ろ うか 。

私 た ちは， 自分 自身 と自分 の生 活 と神 に・ど

の よ うな思 い を抱 いて い るか が， その まま各

自の美 点や特 質 となっ て反映 され るこ とを認

識す る必要 が あ る。 この基本 的 な事 柄 にあ ま

り心 を留め な いで い る と，行 な いに それが表

わ れて， 私 た ちの働 きは見せ かけ の卑 しい も

の にな って しま うの で ある。

技術 の いか んにか か わ らず ，真 の技能 は，

真 の心 遣 い を反 映す る。 また真 の心遣 いは，

自分や 仲間 お よび 人生 に対す る私 たちの心構

え を反 映す るので あ る。

☆ ☆
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艶 〆 需

一1灘

馨珊

午 前2時30分 ・ 広 いサ ンフ ラ ン シス コ空港
は ひ っそ りと静 ま り返 って い ま した 。私

は取 り残 された よ うな気持 ちで した 。ム ーム

ー を着 て
，す っか りしお れ た レイ を首 に かけ

た女が， ぼ んや り とした眼差 し.の疲 れ切 った

3人 の子供 の手 を引い てい る光景 は， さぞか

し哀 れで あ ったに違 い あ り ませ ん。 当時 ，一

番上 の子供 がや っ と5歳 に な ったば か りで し

た。

私 はサ ー ビス カウ ンター に いた 人に， 町 ま

で どの位 ですか と尋 ね ました。 す る と， 最終

のバ スが 出 る ところだか ら， 急 げ ば間 に合 う

か も知 れ な い とい う返事 で した。彼 は 大急 ぎ

で私 た ちの荷物 を運 び， 私 た ち を発 車 間際 の

バ スに乗せ て くれ ました。 そ して， 彼 に御礼

を言 うひ まもな く， バ ス は発車 し ました。

終 点 の待合 室は 閉 ま ってお り，真 暗 で した。

バ ス を降 りた乗客 た ちは， 足速 に夜 の 闇 の中

へ消 えて行 き ま した。 空 にな ったバ ス は どこ

へ ともなく走 り去 って， 私 と3人 の子供 だけ

が取 り残 され ました。4つ の スー ツケ ー ス と

2つ の小 さな トラ ンク を傍 らに，私 た ち は，

サ ンフラ ンシス コの歩 道 に立 ちつ くす の で し

た。

その時 ， ひ と りの 男の 人がバ ス の待合 室 か

ら出て きて， ドア に錠 をお ろそ う として い る

のが 目に入 りま した。 そ こで私 は 急 いで彼 の

所 に駆 けて行 き， タク シー を呼 び たい の で電

話 のあ る場所 を教 えて ほ しい と頼 み ま した。

また，近 くに ホテ ルが な いか どうか尋 ね ま し

た。す る と幸 い な ことに， 彼 は通 りを.少し行

った所に 小 ぎれ いな ホテル が あ る と教 えて く

れ ました。.それか ら荷物 を運 ぶ 手伝 い もして

くれたの です6こ うして午 前4時 ，、私 は子供

たち と共 にベ ッ ドに入 り，深 い眠 りにつ きま

した。
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愛 の 手

ヘ レ ン ・J・ セ リ ー

それか らの2日 間， 私 た ちはの んび り と過

ご しま した。 近 くの レス トラ ンで 食事 をし，

ホ テルか ら数 百 メ1一トル と離 れず に過 ご しま

した。子 供 た ちは この世 の わず らい な ど全 く

な い とい った様子 で，無邪 気 に駆 け 回 ってい

ま した 。 それが か えっ て私 には救 い で した。

私 た ち家 族 は2年 ほ どハ ワ イに住 んで い ま

した。夫 は小 さな教 会 の牧 師 を して い ま した 。

ところが， 「傷 つ くまでに 打 て ば悪 い所 は清

く」なる(箴 言20：30)と 信 じる夫 は，子供 た

ちに絶 え ずひ どい体 罰 を与 え たの です。私 は

それ を見 るに耐 え られ ませ ん で した。体 罰が

ひ ど くな るにつ れ て，私 は母 親 と して子供 た

ち を守 ってや らな けれ ば な らない と思 うよ う

にな りま した 。そ こ で私 は よ く考 え， 祈 った

末 に， 夫 と別 れて， 子供 たちの だめ に新 た な

幸せ な生 活 を送 る ようにす る以 外 にな い とい

う結論 に達 し ました。私 の両 親 は 中西部 に住

ん で い ま した が， そ こに 身 を寄せ る こ とは で

き ませ ん 。経 済的 な問題 もあ ります が， 父親

の病 状 が悪 化 して いた の で， 小 さな子供 た ち

をそ ばに寄せ るこ とが で きなか ったか らです 。

近 くに身寄 りもあ りませ んで した。 生涯 で あ

の時 ほ ど孤 独 を感 じた こ とは あ りませ ん。け

れ ども， 子供 たちの ため に，私 は 自分 の選 ん

だ道 を歩 まなけ れば な りませ んで した。

ホテル に宿 泊 してか ら3日 目に，私 は 何 ら

か の決 断 を下 さな けれ ば な らない と思 い ま し

た。落 着 き先 も，仕 事 を捜す 手段 も， 働 いて

いる間 の子供 た ちの世話 も， 全 く当ての な い

状 態 で した。新 聞広 告 か ら仕 事先 を捜 そ うと

し ましたが， 目ぼ しい もの は ひ とつ もあ りま

せ ん。 それ に， 子供 た ち を置 い て仕事 に 出 る

こ とは不 安 で仕 方が あ りませ ん で した。 けれ

ど むこれ以上 ホテル に いた ら，財布 の底 をつ

い て，状 態 が もっ と悪 くな る こ とは 明 らか で



した。

そ こで私は， 以 前 に交流 の あ った教会 の3

入の 牧師 に電話 をかけ， 金 銭的 な援 助 で はな

く， 口添 えをお願 い した い と頼 み ま した。 す

る と3人 か ら異 口同音 に，「あ なたは熱心 な信

徒 ですか 」 と尋 ね られ ま した。 そ こで私 は，

とて もつ らい 目にあ って心 が乱 れ て い.るので，

熱心 な信 徒 であ る とは っ き り申 し上 げ られ ま

せ ん， と正 直に 答 え ました。 す る と3人 とも，

困っ てい る人が 非常 に 多いの で私 を助 け る余

裕 は ない とお っ しゃい ま した。私 の苦 悩 は深

ま るばか りで した。 どこに助 け を求 め たち よ

い ものカ㍉ 私 は全 く途方 に暮 れ て しまい ま し

た。

私 がハ ワ イを発つ 時 に， 幾 人か の友 人が見

送 りに来 て くれ ま した。 その 中に ひ と りの末

日聖徒 が い ま した。 当時彼 は教 会 に行 っ てい

な い様子 で したが ，別 れ際 に私 に こ う言 い ま

した。「困 った ことが起 きて助 けが 必要 に な っ

た ら，私 の教 会 に電 話を かけ て ご らんな さい 。

きっ と助 け て くれ ます よ。」

素 晴 らしい タバ ナ クル合 唱 団の こ と以 外，

私 は末 日聖徒 につ いて何 も知 りませ ん で した 。

私 は助 け を請 うとい う考 え方 は好 きで はあ り

ませ んで した 。少 な くとも， 一度 も行 った こ

との な い見知 らぬ教 会 の世話 に な る こ とな ど，

心 苦 しいばか りです。 けれ ど も私 は とて も困

って い ま した。 それに ， ほか に頼 る当 てが全

くなか ったの です 。電 話帳 で末 日聖 徒 イ手 ス ・

キ リス ト教会 を探 す と， た くさん の連 絡先 が

載 って い ま した。 そこ で私 は伝 道 本部 とい う

所 に電話 をか け る こ とに しま した。助 け て い

ただ くには ここが一 番 よい と思 ったか らです 。

電 話 口に 出た青年 に， 私 は先 の3人 の牧 師 に

申 し上 げ た とほ とん ど同 じこ と をお話 しま し

た。お金 はいらないが，是非 相談 にのってほ しい

とお願 い したの です。 す る と彼は， 自分 は こ

ち らに 来た ばか りで何 もわか らない の で， 自

分 では何 の助 け もで きないが ，名 前 と電 話 番

号 さ え教 えて くれれ ば， ほか の だれ か に折 り

返 し電話 を させ ます とい う答 えで し た。私 は

半 信半 疑 で受 話 器 を置 きま した 。電 話 な どか

か って こないの で は， とい う心 配が 私 の心 を

よ ぎ りま した。

とこ ろが驚 い た こ とに，10分 も しない うち

に，私 の話 を聞 いた とい う女性 か ら電話が か

か って きたの です 。何 とか力 に な りた い と言

うこ とで した。 彼女 は私 に，荷 物 を.ま.とめ1

タク シー に乗 って;30分 後に バー ク レー に あ

るバ ス ター ミナ ル で会 え るよ うに して ほ しい

とお っ しゃい ま した。 それか ら御 自分 の車 と

着 て くる服 の特 徴 を説 明 した後， 「とこ ろで，

あ な たは教会 員 で い らっ しゃ いますか 」 と尋

ね ました。

「それ ， また きた」 と，私 は心 の 中で思 い

ま したが，「い い え，ちが い ます」 と率 直に 答

え ま した 。

「いい え，別 に何 で もない んです 。 ただお

聞 き して み ただけ です 。 では30夢 後 にお会 い

しま し ょうね 。」

私 は急 い で荷物 を ま とめ，子 供 た ちに身仕

度 を させ ， ホ テルの 支払 い を済 ませ てか ら，

バ ー クレー に向 か い ま した。 私 は見 も知 らぬ

私 た ちに喜 ん で手 を貸 して下 さるそ の女 性に

驚 くと共 に， 少 し不 安 な気持 ち もあ りました。

け れ ど もその 時の私 は， わ らを もつ かむ思 い

で その 女性 の好 意 に甘 え たの で した。

彼女 は まず私 たちに 昼 食 をごち そ うして下

さい ま した。 その 時 に私 は， 彼女が 当時 ステ

ー キ部 長 を して お られた σ ・レス リー ・ス ト

ー ン(現 七十 人 第一定 員 会会 員)と い う方の

夫 人で あ るこ と を知 りま した。彼女 は私 た ち

を一 軒 の貸家 に案 内 し， 子供 た ちの世話 をし

て くれ る人 を紹 介す る と約束 して下 さい まし

た。 私 は いか な る教 会 に対 して もひ どい悪感

情 を抱 い てい て， この 気持 ちは ど うして も変

わ らない こ とを彼女 に 強 く訴 え ま した。私 は

ど う して もこの気 持 ち を脱 す る こ とが できな

か ったの です 。け れ ども彼 女 はそ の よ うな私

の態度 を少 しも気 に とめ る こ とな く， とて も

よ くして下 さい ま した。

私 は宗教 に対 してひ ど く反 抗的 で した。け

れ ど も彼女 は その こ.とを気 にす る様子 もな く，

私 を改宗 させ よ う とした り， 責.めた りもしま

せ んで した。逆 に， 私 の手伝 いを させ て もら

って い る とい う態度 で接 して くれ たのです 。
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「互 に愛 し合 うな らば
， そ れに よ って， あ な

たが たが わ た しの弟子 で あ る こ とを， すべ て

の者が認 め るで あ ろ う。」(ヨ ハ ネ13：35)私

の心 には聖書 の この一節が こだ ます るので した。

そ の後 数 日間， ス トー ン姉妹 は毎 日来 て下

さい ま した 。そ して約 束通 り， 子供 の世 話 を

して くれ るひ と りの教 会貝 の女 性 をさが し，

また小 ぎれ いな アパー トも見つ け て下 さい ま

した。 それか ら仕事 につ いて相 談す る よ うに

と， ひ と りの男の 人 を紹介 して下 さ い ま した。

彼女 は教 会 のこ とには 一切 触れ ませ ん で した。

これは私 に とって 驚 きで した。 相変 わ らず私

の心 には，「互 に愛 し合 うな らば」とい う聖 句

が響 いて い ま した。

あ る 日私 は， アパ ー トの部 屋 で， ジェー ム

ズ ・E・ タル メー ジ長老 の 「信仰 箇 条の研 究 」

とい う小 さな本 を見 つ け ま した 。ス トー ン姉

妹が そ っ と置 いて行 っ たの か， 前に 借 りて い

た人が忘れ て行 ったのか わか りませ んが ， と

にか く，私 は夜， 子供 たちが 寝つ いた後 で そ

の本 を読む こ とに し ました。別 に興味 が あ っ

た.わけでは な く， ほか にす る こ とが なか っ た

か らで した。

こ うして数 週 間が過 ぎま した。 ス トー ン姉

妹 は土 曜 日にな る と必 ず私 たち に， 日曜 日に

一 緒に教 会 に行 き ま しょ うと誘 って下 さい ま

した。 しか し私 が 丁重 に断 わ る と， 無理 強 い

はされ ませ ん で した。 けれ ど も毎週 誘 って下

さい ました。 その一 方 で，私 は 「信 仰箇 条 の

研究 」 を夢 中で読 み ま した 。私 は それ まで熱

心 に聖 書 を勉強 して き ましたが， これ まで聞

いたこ とのな い事 柄 が その本 に書 か れ てい た

か らです。過 去 に学 ん で きた教 え と真 っ向か

ら対立 す る教 えや ，理 解 に苦 しむ 点が た くさ

ん出 て きま した 。 そこで私 はそ の よ うな事 柄

が出て くる度 に ノー トに書 き留め ま した。

あ る土 曜 日の こ と， ス トー ン姉妹 が いつ も

のよ うに来 られ ま した。私 は相 変 わ らず，教

会 に行 くの を断わ りま した が， 信仰 箇条 につ

いてい くつ か 疑問 の点 があ るので， 牧 師 を紹

介 してほ しい とお願 い しま した。数 日 して，

ステー キ部 宣教 師 と名乗 るマ ー ビン ・ターナ

ー夫婦 が訪 れ て きま した
。私 は とて も失 礼 な
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態度 で，7ペ ー ジに及ぶ 疑 問の数 々 を突 きつ

け ま した。 そ して， これ らの質 問に 答 えて下

さるな らお 聞 き しま し ょ.う， と言 ったの ぞす 。

これ に対 して， ター ナー 兄 弟は， 自分 はす べ

ての 質問 に 答 え るこ とはで きな いが， 教会 の

こ とを学べ ばわ か りやす く論理 的な答 えが 得

られ るで し ょう と教 え て下 さい ま した。 ター

ナー 夫妻 が 忍耐 強 く， 穏や か に教 え て下 さ っ

た結 果， 私 はそ れ らの事柄 が真 実 か どうか ，

祈 ってみ よ うとい う気持 ち にな りま した。 そ

して教 会 へ行 く約 束 もし ました。 それ か ら間

もな くして，私 はバ プテ スマ を受 け ま した 。

その 後，私 は南 カ リフ ォル ニ アに 引 っ越 し ま

した ので， この方 々 との音 信 は途絶 えて し ま

い ま した 。私 は再婚 し，子 供 た ちが 生 まれ ま

した 。

あ れか ら長 い年 月が 経 ち ました。私 は今 ，

聖餐 会 に 出席 して， 息子 の ひ とりが祝 福 し，

.も うひ と りが聖 餐 のパ ス をす る姿 を見て い ま

す。 子供 た ちはそれ ぞれ，信 仰 と証 を強め て

います 。私 は今， 様 々 な人 々の伝 道 の業 を通

して教会 に導 か れ た人 々の こ とを考 えて い ま

す。 また，私 た ちの行 なっ た系 図の仕事 を通

して ，バ プ テス マ とエ ンダ ウ メン トと結び 固

め を受 けた霊 界 にい る親族 の こ とも考 えて い

ます 。

そ して何 よ り も， あの愛 に満 ちたス トー ン

姉 妹 と，伝 道 と愛 の精 神 に満 ち た ター ナー 家

族 の こ とが 思 い 出され て な りませ ん。数 多い

聖徒 の 中 で，.あの 方々 は今 もなお， 人 々 を愛

し， 気づ か うこ とに よって， 主 に仕 え てい る

に違 いあ りませ ん 。 また， かつ て何か と反抗

的 であ った取 るに 足 らない私 の こ とをあ の よ

っに'L・に掛 けて下 さっ た方 々に， どの よ うに

報 い るこ とがで きるか と考 えな いわけ には い

きませ ん。 そ して その答 えが は っ き りと私 に

聞 こえ て きます。「あなたも行 って 同 じように

しな さ い。」(ル カ10：37)

☆ ☆
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タ 食が終わ・てから私たち夫婦が床に就 く
まで， わが家 の家 庭 の 夕べ は家族 に とっ

て とて も楽 しい， 週 の最 大の 行事 で あ る。 そ

のわ けは， ただ単 にテ キス トを使 うだけ で な

く， 月曜 日の夕べ を家族 の 活動 の 中心 として

いるか らであ る。

家 庭 の夕べ の第一 部 は家 族会議 であ る。 食

卓 を囲 んで， 父親 で あ る私 が議 長 とな って，

みん なで家族 の いろ い ろな事柄 に つ いて話 し

合 う。 小 さな子供 た ちに とって も家族 会議 は

非常 に有益 であ る。家 族 に とっ て大切 な事 柄

を発表 した り，一 週 の 間に子 供 た ちが行 な っ

たよい こ とをほ め た り， 話 し合 った りす るの

が この時 なの であ る。

家族 会議 では，何 ヵ月 も先の旅 行 か ら，土

曜 日の家 の雑事 や ピ クニ ック とい った 目先 の

計画 まで，家族 の様 々な予 定 につ いて も話 し

合 う。

家庭 の夕べ の 第2部 は レ ッス ンで あ る。 赤

ん坊 まで家族 全 員が集 まっ て，(責 任 を果たせ

る年齢 の)子 供 た ち全員 に責 任 を分担 して歌

や祈 りや レ ッス ンを行 な う。

第3部 は子供 た ちがベ ッ ドに 入 ってか ら始

まる。就寝 までの1時 間 余 り， 夫婦 で読 書 を

した り，手 紙 を書 い た り，話 を した り， 系 図

を書 い た り，家 族 の問題 や子 供 に はむず か し

い計 画に つい て話 し合 っ た りす る。 つ ま り，

第3部 は大 人の時 間で あ る。

この よ うに 家庭 の 夕べ の時 間 を幾 つか に 分

け る こ とに よっ て， 子供 た ちは可能 な範 囲 で

家族 の問 題や 決定 に 自分 の意思 を反映す るこ

とがで き る。 また， レ ッス ンを教 え た り， リ

フ レッシ ュメ ン トを用 意 した り，歌 の指 揮 を

した りす るこ とが で きる。 さ らに， 大 人 同士

の話 し合 いや 活動 をす る時間 もある。大 人に
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も子 供 と同 じよ うに そ うす る時間 が必要 だ と

私 た ち夫婦 は考 え てい る。 また， 子供 た ちが

大 き くな って， 家庭 の 夕べ の大 人の部 に も参

加 で き る 日を， 私 た ちは心待 ちに して い る。

私 た ちの家 庭 で も御 多分に 漏れ ず， レ ッス ン

は良 いけ れ ど も長 いの で， その 時 に子供 た ち

が騒 ぎ出す とい う問題 が あ った。 しか し， 一

時 として じっ と して い られ ないの は， 活動 力

旺盛 な証 拠 で あ る。 そ こで私 た ちは割 り当て

輪表 を作 り，開 会の歌 ， 開会 の祈 り， レ ッス

ン， 閉会 の祈 り， リフ レ ッシ ュ メン ト， ゲー

ム または 活動 とい う6つ の割 り当て を決 め た。

子供 た ちが成長 して責 任が 果 たせ る よ うに な

った ら， み んなが 大切 な役割 を持 て るよ うに，

表 に もっ と責 任 を書 き加 えた い と思 う。

私 た ちは居 間 のあ る場所 を特 別 な 「発表 の

場 」 と して い る。そ して， レ ッスンや祈 りや

歌の指 揮 で そ こにだ れか が立つ と， み ん なは

その 人 に注 目す る。子 供 た ちは そ こに立 ち た

が り， そ こに立 つ こ とは 特別 な名 誉 なの で立

派 に責任 を果 たそ うと念 を入れ て準備 をす る。

家 族 をび っ くりさせ るた めに， レ ッス ンも

リフ レ ッシュ メ ン トも， その他 の準備 もすべ

て秘 密 で あ る。

子 供 は初 等協 会や 子供 日曜学校 で習 った ば

か りの歌 を開 会 の歌 にす る こ とが よ くあ るの

で，何 回 も歌 っ てみ んな で覚 え るよ うにす る。

そ うす る と， 小 さな子供 で もひ と りで喜 ん で

歌 う ように な る。

レ ッス ンの 準備 に はテ キ・ス トを使 う。 それ

は， そ こに 出て い る概 念が 非常 に ため に なる

か らで あ る。 しか し， テ キス トを読 む よ うな

こ とは しな い。 そのか わ り， レ ッス ンが 終 わ

る と，す ぐに次 の レ ッス ンの準 備 が始 まる。

子 供 に レ ッス ンを させ る訓 練 は2歳 頃 か ら始



め るが，これ は子供 に よって 異 なる。 初め は父

親 か母 親が だいぶ 手伝 うが ，4歳 になるまでに

は 大抵 の レッス ンはひ とりでで きるよ うにな る。

もちろ ん2歳 や4歳 の子供 は 字が読 め な い。

そ こで まず 親が レ ッスン を通 して読 み， どの

概 念 をそ の子 が 理解 しや すいか を考 える。これ

まで の経験 か らわか った こ とは， 子 供 た ちの

能 力 を過 少評 価 して はな らな い とい っこ とで

あ る。子 供 た ちは私 たちの 想像 以上 に理 解 し

てい る こ とが よ くあ る もの で ある。

次 に，レ ッスン をす る子供 に物 語 を全部読 ん

で聞かせ る。もしほかの子供 たちに手 伝 って も

らい たい こ とがあ れ ば，その子 は私 たち と話 し

合 い，良 い となれば割 り当て をす る。 それか ら

私 たちは ，レッスンの資料 を集め る手伝いをす る。

私 た ちは子供 に レ ッス ンの概 要 を教 え るの

に簡単 な絵言葉 を使 う。子供 はそれ を見なが ら

レッスンを進 め る。例 えば，疑 問符(?)は 前 に

考 えて おい た質問 をみん なに す る とい う印，

本 を開 いた絵 は物語 を話す という印で ある。こ

の 印は年 長 になるに従 って もっと複雑 にで きる。

当然， この ため に週の 内の か な りの時 間 を

使 うこ とにな る。 しか し， ま とま った長 い時

間 では な く， 小刻 み に ち ょっ と した助 言 を与

え， ま とまっ た時 間はせ いぜ い15分 位 な もの

であ る。 それ で も， この よ うに準 備 す る こ と

に よって家 庭 の夕べ に対 す る子供 たちの 期待

は大 き くな る。子供 たち に とって 月曜 日あ夜

は特別 な夜 に な って い る。1週 間が か りで一

生懸 命 に準備 して そこ に臨む の であ る。

驚 い たこ とに， 子供 は2，3回 で物 語 の骨子

くらい は記憶 して しま う。物覚 えの良 さには

こち らが あ わて たほ どで あ る。幾 らか 慣 れ も

謄要 だが ，記 憶 力 をその よ うな方 法 で伸 ば し

てや る とあ きれ る くらい自信 を持 ち，いろい ろ

な機 会 を 自分 で見つ け て吸収 しよ う とす る。

レッスン を担 当す る子供が レッスンの概 要 だ

け を手に持 って家族 の前 に立 った 時は，父親 も

母 親 も口出しをしない方が よい。絵言 葉の意味を

忘 れ た時 は，それを思い 出す ように励 ますだ け

で あ る。親 がす ぐに ヒン トを出 した り，手伝

った りする と，要 らない時 にまで手助 け を当て

に され るよ うにな るか らであ る。子供 は 自立

す ることを覚 えれば，物 事 をひ とりで成 し遂 げ

る能 力が 自分に あ るこ とを自覚 す るように なる。

小 さな子 供 た ちが い るわが家 の家 庭の夕べ

の 成 功 の秘 訣 は こ れ だ と， 私 は 思 う。必要

な こ とは で き るだけ手 伝 うが， 子供 にで きる

こ とは で きるだ け 自分 で させ る。一 番大切 な

こ とは結 果 では な く， そ こに至 る過 程 であ る

と思 う。子供 が 日曜 学校 の よ うな立派 な レッ

ス ンが で きな い と して も， それが 問題 に なる

だ ろ うか。 本 当に大切 な こ とは， 子供 に，レ

ッス ンを準備 し， 行 な うとい う経験 を得 させ

る こ となの で ある。 実際 に行 な ってみ れば，

きっ と驚 くこ とだ ろ う。 レ ッスン も，歌 も，

リフ レ ッシュ メ ン トも， 祈 りも， ゲー ム も，

す ぐに年 上 の子 供 た ち と同 じよ うに どれ も立

派 に で きる よ うに な るか らで あ る。

わが 家 の家庭 の 夕べ の持つ 魅 力は，子 供 た

ちが参加 し， 参加 をしなが ら準備 の一 時一 時

を楽 しむ こ とで あ る。

また， それ と同時に ， ただ子 供 たち だけの

家 庭 の 夕べ に終 わ らな い とい うこ とも大切 で

あ る と思 う。家庭 の 夕べ は夫婦 に とって も良

い家 庭 の夕べ でな けれ ばな らな い。 そ っい っ

わ けで， わ が家 の3部 式 家庭 の 夕べ は， 月曜

日の夜 を家 族全 員が 首 を長 くして待つ特 別 な

夜 として い るので あ る。
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すべてを感謝 して受ける

十二使徒評議員会会長

工スラ ・タフ ト ・ヘンソ ン

教 義 と聖約 の一 節 に基 づ いて・ お 話 した い

と思 う.。

「お よそすべ て を感謝 して受 くる者 には栄

光 を与 え られ ん。而 して， この世 の もの もま

た彼 に加 え らる るこ とす なわ ち百倍 よ りも多

か らん。」(教 義 と聖 約78：19)

私 は この聖 句が 引用 され た話 をい まだに 聞

いた ことがな いが， これは素 晴 ら しい 言葉 で

ある。 また，教 義 と聖約 の59章 に は実 に意味

の深 い言葉 が あ る。

「すべ ての事 に就 きて，主 な る汝 の神 に感

謝すべ し。

汝 誠に 真にへ りくだ りたる心 と悔 い る精神

とを以て ，汝 の神 に義 しき捧 物 となすべ し。」

(教義 と聖 約59：7-8)

続いて 主は，安 息 日につ いて 次の よ うに 言
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ってお られ る。

「汝 な お さ ら充分 に世 の汚 れに染 ま ざる様
，

祈 りの 家 に行 きて わが聖 日に 汝の聖 式 を捧 ぐ

べ し。」(教 義 と聖約59：9)

そ して安 息 日につ いて のみ 言葉 をこ うしめ

く くって お られ る。
かおかたち

「而 して汝 ら感謝 と愉 快 な る心 と顔容 とを

以 て これ を為 さば， … …

われ 誠 に汝 らに告 ぐ，汝 らこれ を為 さば地

に満つ るすべ ての もの は汝 らに与 え らるべ し。

す な わち野 の獣 ， 空の 鳥， 木 に よず る もの，

地上 を歩 くものは 汝 らの もの とな るべ し。

然 り， また 汝 らの 食物， 衣服 ，家 屋， 小屋 ，

果 樹園， 野 菜 畑，葡 萄 園 な ど何 れ に して も，

それ らの ため に地 よ り生ず る諸 々 の草 と善 き

もの，



然 り， すべ て これ ら季 節 に よ りて地 よ り生

ず る ものは， 皆 人の為 人の用 い んた めに 造 ら

れ， 眼 を楽 しませ ， また等 し く心 を悦 ばせ ん

ため な り。

然 り，これらは 肉体 を健 に し人に元気 をつ く

る よ う，食物 ，衣服，味，香 りのため に造 らる。

而 して， すべ て これ らの もの を人に与 えた

る は神 の悦 び とす る ところに して， この 目的

の ため にこれ らは造 られ たれ ば ，人 は適量 に
むさぽ

これ を用 い て貧 らず ま たは無理 に取 りて用 う

べ か らず。」(教 義 と聖 約59：15-20)

さ らに こ うい う警告 が あ る。「お よそ 入何 事

に も神 を怒 らせ ず また は何 事 に も神 の怒 り燃

ゆる こ とな し， た だすべ て の事 の 中に神 の御

手 の あ るこ とを告 白せ ず， その誠 命 に従 わ ざ

る者 に神 の怒 りあ り。」(教 義 と聖約59：21)

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが， ある時 ，末 日

聖 徒 の犯 す最大 の 罪の ひ とつ は感謝 を忘れ る

罪 だ と語 った とい う。 大抵 の 人は 感謝 を忘 れ

る こ とをそ れほ ど重大 な罪 とは考 え てい ない

と思 う。私 た ちは祈 る時 ，さ らに祝福 を と，ひ

たす ら祝 福 を願 いが ち であ る。 しか し，私 た

ちは祈 りの 中 で， これ まで に受 けた祝 福 に対

して もっ と感謝 を述べ る必要 が あ る と思 う。

もちろん私 たちに は主 の祝福 が 毎 日必要 であ

る。 しか し， も し私 たちが祈 りにつ いて罪 を

犯 して い ると.すれ ば， それ は毎 日の祝福 に対

す る感謝 の不 足 であ る と思 う。

ブ リガム ・ヤ ン グ大 管長 も， これが 私 た ち

末 日聖徒 の犯 してい る大 きな罪 のひ とつ で あ

る と，予 言 者 ジ ョセ ブ と全 く同 じ警告 を発 し

てい る。私 た ちが他 の 人々 よ り感 謝 の心 に 欠

けて い る とい うの では ない 。私 た ちに は感謝

すべ きこ とが それ だけ た くさん あ る とい うこ

とだ と思 う。

私 た ち末 日聖徒 は， た くさんの祝 福 を当然

の こ と として受 け取 ってお り， それが特 別 な

こ とだ とは 考 えて いな い よ うであ る。

第二 次世 界大 戦 の終 戦時 に，私 は ソル トレ

ー ク ・シテ ィーの 自分 の事務 室 に いたが， そ

こにニ ュー ヨー クに住 む大 富豪 か ら電 話が か

か って きた。30の 年 で3千 万 ドル の財 を築 い

た人 で， 彼 の子 息が ソル トレー ク ・シティー

郊外 の陸 軍基 地 に いた。 ほか の軍 人た ち と一

緒 に海 外に 派兵 され る 間際 に終戦 に なったの

で あ る。か ん詰 の いわ しよろ し く，基地 に は

軍 人が す し詰め に な ってい た。 その こ とで そ

の青 年 が意 気消 沈 して い たため， 父親 が心配

して電 話 をか けて きたのである。「息子 に電話

して， 励 ま してい ただ け ませ ん か 。」私 は，

「は い，喜 んで」 と答 えた。 それ か ら私 は青

年 に電 話 を して，「ちょっ と私 の オフ ィスに来

ませ んか 」 と誘 うと，「ぜ ひ伺 い ます」 とい う

返事 で あ った。 彼は 少 し遅 れ， 私 が丁度 帰宅

の用 意 を終 え た とこ ろに来 た。

「私 の家 で一 緒 に食事 を どうですか 。妻に

は知 らせ てあ りませ ん が， きっ と喜 び ます」

と言 うと，「願 って もない こ とです」 とい う返

事 で あ った。 そ こで私 た ちは そろ ってオ フ ィ

ス を出て， わが家 で一 緒 に食事 を した。祈 り

も一 緒 で あ った。 食後 は ピア ノ を囲 み，歌 を

歌 って楽 しんだ 。そ れか らしば ら く会話 を交

わ し， 私 が彼 をバ ス停 まで送 っ て行 った。 そ

れか ら数 日して， その青年 の父親か ら手紙 が

きた。 それ には青 年 が 父親 に宛 てた手紙 か ら

この よ うに引用 してあ った。「お 父 さん，私 は

この世 界 にあ の よ うな生 活 をしてい る人た ち

が い る とい うこ と を，今 まで知 りませ んで し

た。」私 たちは それをご く当然め こ とと考 えて

い る。 しか し， 息子 に金 で買 え る ものは何 で
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も不 自由 な く買 い与 え る こ との で きる この大

富豪は， 家庭 で の祈 りや敬 震 とい う簡 単 な こ

とを見過 ご し.ていた ので あ る。

私 た ちは も っ と感謝 の気 持 ち を持 たな けれ

ばな らない。 感謝 な しで は，本 当 の 人格 者 に

はな り得 ない と思 う。受 け て い る祝 福 に感謝

の気 持 ち を抱 くこ とは， 真 に優 れ た 人格 の ひ

とつ の しる しであ る。家 庭 に， 日常 の交 際 に，

教会 に， その他 あ らゆ る とこ ろに この感 謝 の

精神 が もっ と必 要 であ る。 その ため の 費用 は

いらない し， 感 謝の心 を培 うの は実 に容 易 で

あ る。 しか し， 不満 を抱 き， 他 人 を うらや む

の もまた容易 であ る。

私 は昔 ， ア イダホ 大学 に向 か う途 中 でア イ

ダホ の片 田舎 の あ る小 さな ワー ド部 に立 ち寄

った。 そ して私 は， その夜 そ こ で学 んだ教 訓

を今 で も忘れ ず に覚 えて い る。私 は 美 しいア

イダ ホ州 を8年 間 まわっ て歩 い て， どの町 に

も， また どの村 に も行 った こ とが あ る。2週

続 けて家 を留守 にす るこ とも珍 し くなか った。

帰宅 す る と， ステー キ部 の役 員 で もあ った の

で， 風呂 に入 って服 を着 替 え， す ぐに ステ ー

キ部 の集会 に 出かけ た。 妻 は よ くこ う言 っ た。

「あ なたは い?
.も旅行 に出 てい るか， 集会 に

出か けて いるか， どち らかね 」 と。 あ る時 な

どは， 玄関先 で小 さな娘 に 「パパ， また来 て

ね」 と手 を振 られた もの で ある。

私 は いつ も家族 と離 れ て寂 しか っ た。 そ し

てその時 は， ア イダ ホ州 の ポカ テロに い て，

日曜 日だ った。 私 は遠 くに い る家族 の こ とを

考 えなが ら，「ホイ ッ トニー まで 出れ ば聖餐 式

に出席 で き るだ ろう。 そ して， あ そこ の素 晴

ら しい知 人 た ちに も会 え る」 と考 えた。 そ こ

でホイ ッ トニー まで車 を走 らせ た。着 いた時

には丁度 監督 が教 会 の中 に引 っ込 も うと して
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い て，集 会 が始 まる ところだ った 。

彼 は私 を歓 迎 して くれ た。 入 って来 る 人が

見 え る ように， 集会 が始 ま る10分 前 に は壇上

に着 席す るのが 彼 の習慣 だ とい う。 副監 督 た

ち は入 口の所 に立 って い た。私 は壇 上 にす わ

り， 入 って来 る人々 を見 た。 来 る人 々は み な

家 族連 れ で， どの人 に も面識 が あ った。 大 人

を知 っている ので，子供 はす ぐにわか った 。

や がて 副監 督 の司会 で集会 が始 ま り，私 は

短 い話 を頼 まれ た。 そ こで私 はず っ とこ う考

えて いた。「毎 日曜 日家 にい て，家 族 と教 会 に

行 け る こ とは 素晴 ら しい こ とでは な いだ ろ う

か 。 それ は どん なに喜 ば しい こ とか」 と。 副

監督 は私 を紹介 して こ う言 った。 「兄弟 姉妹 ，

ベ ン ソン兄 弟 の よ うな仕 事 が持 て た ら どん な

に素 晴 ら しい こ とで し ょ う。 いつ もこのア イ

ダ ホ州 を巡 回 して， 旅 行 続 きで す 。」私 は，

「隣 りの畑 は良 く見 える とは よ く言
っ た もの

だ」 と考 えた。

私 た ちが 自分 の現 在の状 態 を喜 び， 今 この

世 で受 け て い る祝福 を感謝 し， 自分 に課せ ら

れて い る義 務 を受 け 入れ， 最善 を尽 くしてそ

れ を果 たす よ うに， また他 人 をう らや まない

よ うに と願 う もの で あ る。

神 は私 たちが 感謝 の 気持 ち を持 て るよ うに

助け て下 さる。 感謝 を忘 れ る者 は リンゴの 木

の下 で実 をむ さぼ りなが ら上 を見 る こ とを し

な い豚の よ うだ とい う言葉 が あるが，私 たちは

受 け て い る祝福 の源 を見上 げて い るだ ろ うか 。

祝福 を感謝 し， 感謝 を忘 れ る罪 を犯 さな い

よ うに，神 は私 たち を助 け て下 さる。

「お よそすべ て を感 謝 して受 くる者 に は栄

光 を与 え られ ん。 而 して， この世 の もの も ま

た彼 に加 え らる るこ とす なわ ち百倍 よ りも多

か らん。」(教 義 と聖 約78：19)
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て くるのが よ くわか りま した。 そ して,10月

18日 にバ プ テスマ のチ ャレ ンジ を しました。

それ を,彼 は快 く受 け入れ ました。 その 時,

私 は 自分 が感 じて い る彼へ の気持 ち を話 しま

した。す ると どうで しょう,彼 も特別 な気 持

ち を感 じてい た と言 うのです 。 チ ャレ ンジ を

受 け た彼 は,そ の夜 自分 の部屋 で祈 り,こ れ

か らは知 恵の言 葉 な どの戒 め を守 っ て生活 を

しよ うと決 心 しました。 彼 は神 様 が 自分 の祈

りに答 えて下 さったこ とを感 じ,｢私 の生 涯 で

こん な霊 的 な 日々は初 め てです 。｣と証 して く

れ ました。

彼 は その喜 び を故 郷 に い るガール フ レン ド

と分 か ち合 お う と手 紙 を書 きま した が,彼 女

は興 味 を示 し ませ んで した 。 しか し彼は神 様

に彼女 の心 が 開か れ るよ うお祈 りを しま した。

す る と間 もな く彼 女か ら,｢今 教 会 に行 って 宣

教 師か らレッスンを受 けて い ます｣｢と て も素

晴 ら しい ところです｣と い う電 話 がか か って

き ま した。 彼の証 は さらに強 ま り,11月26日

にバ プテス マ を受 け る こ とに な りま した。 そ

の一 方 で彼女 もバ プ テスマ を受 け る準備 を し

て い るこ とを知 りま した。 そ して彼 は彼女 が

宣教 師 と約 束 した 日を聞 いて驚 きま した。 何

と,自 分 と同 じ11月26日 だ った の です 。 それ

を知 っ た私 た ち も,神 様 の不 思議 な業 に驚 い

た もの です 。私 た ちは互 い に連絡 してその 日

を選 んだの では あ りませ ん。 断 食 と祈 りに よ

って その 日を決 め たの です 。私 自身は もっ と

早 い 日にバ プテス マ を施 した い気持 ちで した

が,な ぜ か その 日を決 め たの で した。

ところが,バ プテ スマの 当 日,私 は体 の調
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子 をおか し くし,高 熱 に襲 われ ました。水 の ､

中に入 り,バ プ テスマ を執行 す るの は私 に な

ってい ま したが,開 会 盆時 間前 の検 温 で も,

38.5度 あ り,体 を起 こすの さえ苦 痛 で した。

そ こで,私 は ふ とんの 中で析 りま した。

｢天 の お父様
,今 晩 愛す る高橋 兄弟 がバ プ

テスマ を受 け られ る こ とを感謝 します 。今,

体 の調 子 を悪 くしてい ますが,ど うぞみ ここ

ろで した ら,前 世 で約 束 した兄 弟 にバ プテ ス

マ を施せ る よう助 け て下 さ い… …｣

お祈 りの あ とでひ と眠 りして,熱 を計 っ た

とこ ろ,37,5度 で した。体 の痛 み は まだ残 っ

て い ま したが,灌 油の儀 式 を受 けれ ば で きる

とい う希望 が 湧 いて き ま した。 す る と不意 に

ふた りの 長 老 が 入 って きて,｢さ あ,灌 油 の

儀 式 を しま し ょう｣と 準備 を始め ま した。私

が何 も言 わな い先 にや って きた神権 者 に驚 き

ま したが,す ぐに喜 ん でそ の儀 式 を受 け ま し

た。 こ っ して神様 の不 思議 な導 き を受 け,バ

プテス マ会 は無事 に行 なわれ ま した。讃 美歌

･を 歌 って いる と涙 が 出て きて ど う しよ うもあ

りませ んで した 。熱 も痛み も私 の体 か ら離 れ

去 りま した。 神様 は不 思議 な こ とをな さい ま

す。

神様 の導 きが なけれ ば,伝 道 は何 もで きな

い こ とが わか ります 。

末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会 は,ジ ョセ

ブ･ス ミスに よ って地 上 に 回復 された神 の教

会 で あ るこ とを証 します 。

神 様 が生 きてい らっ しゃるこ とを,イ エ ス･

.キ リス トの み名 に よって証 します。 アー メン。

噌
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ぼ くは た くさんのぼ うきれ を
は こに いれ て もって い ます 。

す べ すべ したのや ごつ ごつ した の,

なが いのや み じか いのが あ ります。

ぼ くの い ちば ん す きなのは,｢ぼ

う くん｣で す 。ぼ くは,ど こへ ゆ く

とき も ぼ う くん を ポケ ッ トに い

れ て つ れ て ゆ き ます 。ぼ う くんは
ちい

小 さ くて すべ すべ して いて,よ る
した

は ぼ くの ま くらの下 で ね ます 。

ぼ う くん は ぼ くの だ いす きな

お ともだ ち です 。
ひ

あ る 日,ぼ う くん は ぼ くの ポケ

ッ トに あ な をあ け ま した。 マ マ が

こわ いか お で,､｢こ の あな は どうした

の｣と きき ま した 。ぼ くは,｢い つ

咽
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じっけん

実 験1:

ろ う そ く と び ん

ジ ェーム ズ･E･ハ イヤー

そこ

さらか,あ さいなべの底に とけたろ

うそ くをた らして,ろ うそ くをしっか
た つぎ

り と立 て ます 。 次 に,そ の さ ら(な べ)
みず い ひ

に水 を入れて,火 のつ いた ろうそ くの
うえ くち ひろ

上に 口の広 いびん をかぶせ ますちその
くち そこ

とき,び んの 口が さらの底につかない
えんだ ま した お くだ

よ うに10円 玉 などを下に置いて下 さい。
いつぶん ひ き

1分 ほ どたつ と,ろ うそ くの火が消
なか みず あ

えて,び んの中に水が上が って きます。

はなし

そのわけ をお話 しま しょう。 まず,う
なか くう き

うそ く･がもえる とびんの 中の空気が あ
ぽうちょう

た た ま っ て 膨 張 し ま す 。･そ れ か ら,び
なか さん そ つか

んの中の酸素がぜ んぶ使われて しまい,
ひ き コひ

ろうそ くの火は消 えて しまい ます。火

じっけん

実 験2:

　灘麟馨響

もうひ とつ の じっけんを してみ まし

ょう。
こん ど くち ぢい つか

慧 今度 は,口 の小 さいびん を使 い ます 。おな みず はい

同 じように水 の入ったさら(な べ)の
なか た りょ うて

中にびんをさか さまに立て ます 。両手

で しっか りとびん をに ぎ りしめ,び ん
なか くう き

の中の空気 をあたため るように します。
なか くう き すと

騨 びんの中の空気が少 しにげ るので
,び

くち で み

んの 口か らあわが 出るのが見えるで し

a
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お は な し:ア ノ ヘ ル･ア ー マ ー

ソ ク タエ は,ズ ボ ンのす そ と,う

お た

わ ぎの そで をま くり上 げ る と,田 に

はい なえ て も

入ってゆき,苗 のたば をかた手に持
ぽん

って,1本 ず つ,う えは じめ ま した。

て

ソ ク タエ の手 は,た い この ひ ょ う

しに あ わせ る よ うに,か る く,は や

くうご きます 。 とこ ろが,と つぜ ん

て

ソ クタエ の手 が とま りま した。 どこ

ね き

か らか,ふ えの 音が 聞 こ えて きます 。

あたま あ とお

ソ クタエ は,頭 を上 げ る と,遠 くを

なが め ました。｢ぎ ょうれつだ!ぎ ょ

うれ つ だ!｣ソ ク タエ は さけ び ま し

た 。

なえ だ

苗 をほ う り出す と,ソ クタエ は い

ち も くさん にかけだ しま した。｢お お

辮 甲

通

制
｣

胃

置
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ました。 そ うす れば,お か あ さん も

しん ぱ い しな くてす み ます。
いえ た

お ば さん の家 の 田 も,ソ クタエの
いえ た おな た

家 の 田 と同 じ くらいに,せ まい田 で
なえ た

した。 ソ クタエ は,い ねの苗 を田 に

みぎ

は こぶ と,そ の うちの ひ とたば を右

て も みず なか はい

手 に持 って, ､水の中 に 入 りま した。
まえ おな

そ して,前 の とき と同 じよ うに,ち
た

よう しを と りなが ら,ぬ か った 田に,
ぽん なえ

1本 ず つ苗 を うえて い きま した 。

なえ お かお

苗 を うえ終 わ る と,ソ クタエ は顔

あ た で

を上 げて,田 か ら出 て きま した 。 そ
なえ た み

して,き れ いに苗 の う わ った 田 を見

て,に っこ りし ま した。 それ か ら,

いえ ゆ

お ば さん の家 に行 くと,こ ういい ま

した。

｢ち ゃん と
,か ん か くをせ ま くし･

なえ

て うえた の に,こ ん な に苗 が の こ り

ま した。｣

す る と,お ば さん は いい ま した。

も かえ
｢ソ ク タエ ちゃん ,持 ってお 帰 りな

さい。 で も,す ぐに うえな い とか れ

て しま うわ よ。｣

こ ころ

ソク タエ は,お ば さん に心 か らか

ん しゃ しま した。 うれ し くて,う れ

26

し くて た ま りませ ん。 お ば さん1ヰぐ
なか かね

ン カチ をほ ど くと,中 か らお 金 を と

だ

り出 しま した。

｢さ あ ,こ れ はお ば さんが や くそ
て れい

くした,お 手 つ だ いの お礼 よ。｣

く ち｢縮

ソ クタエ は,口 ご も りなが ら いい

なえ かね りょうほう

ました 。｢ぼ く,苗 とお金 の両 方 は い

ただ け ませ ん。｣

｢で も
,お ば さん はや くそ くした

なえ

ん です もの。 それ に,苗 は あ ま った

もの だか ら。り おば さんは こうい う と,
かね だ

お金 をさ し出 しま した。

なえ だ
｢ぼ く

,き ょ う,苗 をほ う り出 し
の い

て,ぎ ょ うれ つ につ い て行 っ たん で

なえ

す 。 それ で,苗 をみ ん なか ら して し

かお あか

まい ました。｣ソ クタエ は,顔 を赤 く

して い い ました。｢だ か ら,お ば さん
かね か お も コ

か らいただ くお金で買お うと思った

なえ

ん です 。 で も,苗 をいた だ いたか ら,

かね かね

も うお金 は い りませ ん。 お金 を うけ
IIか ね

とっ た ら,2ば いのお 金 をいた だ く

こ とに な ります か ら。｣

あた ま う

こ っ.い っ と,ソ ク タ エ は 頭 を よ こ

に ふ り ま し た 。.お ば さ ん は,に っ こ

かね なか

りして,お 金 をハ ン カチの 中 に しま
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かあ よ

｢ロ ー ジー･と･樋 さ ん が 呼 ん

で い ます 。｢ピ ー マ ン とい っ し
とう

よに,お 父 さんの ところへおべ ん とう
とど

を 届 け て ち ょ う だ い 。｣
へん じ

ロ ー ジ ー は,す ぐ に 返 事 を し ま し た 。
つか だい す

ふ た りともこのお使 いが大好 きだった
かあ さら うえ

か らです 。お母 さんは,お 皿の上 にあ
た もの も

たたか い食べ物 をた くさん盛って,ス
ざら おお

一 プ皿 をかぶせ ま した
。そ して,大 き

つつ

なナプキンでそれ をきちん と包んで,
なか い

か ごの中に入れ ま した。か ごをふた り
かあ い

にわたす と,お 母 さんは言い ました。
き も ゆ とち ゅう

｢気 をつ けて持 って行 くの よ。途 中で

あそ

遊んだ りしてはいけ ませ ん よ。それか
とう た お

ら,お 父 さんが食べ終 わった ら,す 薗
かえ

に 帰 っ て い ら っ し ゃ い よ 。｣
いえ とう はたら

ふた りの家 か らお父 さんが働 いてい
しんでん ある ぷん

るソル トレー ク神殿 まで歩 いて30分 ほ
どう しん

どかか ります 。お父 さんは そこで,神
でんこう じ い し く はたら

殿工事 のために石工 とレて働 いてい ま

した。
とう ヒ た

お父 さんは,お べ ん とうを食べ なが
にち たの

ら,ふ た り と い っ し ょ に 一 日 の 楽 し い
はな あ

で きごとにつ いて話 し合 い ます。 そ う
ぶん ある

す ると,30分 も歩 いて きたつかれが う
き

その ように消 えて しまい ます。ふ た り

神殿 のおが くず
はな し

話:ガ ー トル ー ド･M･リ チ ャ ー ズ
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お もて あ

表 とぬい合 わせ ま した。 それか らおが
たいせつ

くず をいっぱいつめ ると,大 切 なおが
あな

くずがこぼれ ないよ うに穴 をていね い
あ はり あ

にぬい合 わせ ました。針 さしがで き上
とく い

がる と,ロ ー ジーは得 意げにそれをお
とう み たいせつ たから

父さんに見せ,そ してほかの大切 な宝
もの か あ け しようだい うえ

物 といっ しょにお母 さんの化粧 台の上

にお きました。
ねえ

それか ら しば ら くして,お 姉 さんに
あか う かあ

赤 ちゃんが産 まれ るとい うので,お 母
いえ まか

さんは家の こ とをロー ジー に任せてア
ゆ いもうと

イ ダ ホ に 行 き ま し た 。 ピ ー マ ン は,妹
き した あそ

のア ギー とバー デ ィーが木の下で遊 ん
あいだ とう て つだ にわ そう

でいる間,お 父 さん を手伝 って庭の掃
じ あさ

除 を し ま し た 。 あ る朝,ロ ー ジ ー は,
き ふる ふ く い ろ

バーデ ィーの着 ているお古の服が色あ
き き

せてす り切 れているの に気づ きました。
あたら ふ く つく

そこで,新 しい服 を作 ってあげ ようと
おも とう ぬの か

思い,お 父 さんか ら布 を買 うために25

セ ン トもらいま した。 さっそ くマ クマ
みせ い

ス タ マ さ ん の お 店 へ 行 っ て,か わ い い,
ぬの か

ピンクのチェ ックの布 を買 って きまし り
ぬの ゆか ひろ しんで ん

た。布 を床 に広 げる と,神 殿のおが く
はい はり はり ぬ ふる

ずの入った針 さ しか ら針 を抜いて,古
ようふ く うえ

い洋服 をその上 に とめ ました。そ して,
ようふ く かた ぬの き

洋 服の型 にそって布 をていねいに切 り,
ぶ ぶん あ

それぞれ の部分 をぬい合 わせ ました。
とう し ごと か え

お父 さんが仕事 か ら帰 って くるころに

は,バ ラのつぼみの よっにか わいい,
ふく

バ ー デ ィー の 服 が で き あ が っ て い ま し

た 。
おと な よう さい

大 人 に な っ て か ら,ロ ー ジ ー は 洋 裁

30

てん はたら かあ いもうと

店 で働 くよ うにな り,お 母 さんや妹 た
ようふ く つ く

ちの ために,き れいな洋服 を作れ るよ

うにな りま した。 しば ら くして,お さ

なな じみの ジ ョデ ィーが,ロ ー ジーに
けつこん もう こ ししんでん

結婚 を申し込み ました。神殿のおが く
はい はり み

ずの入 った針 さしをじっ と見つめなが
しんでん けつこん

ら,ロ ー ジ ー は,神 殿 で 結 婚 し た い と
おも た はじ

思い ました。けれ ども,建 て始めてか
ねん しんでん あ

ら40年 もたつ のに神殿は まだで き上が

って いませ んで した。 でも,ジ ョデ ィ
とう

一 の お 父 さ ん は
,ロ ー ジ ー た ち が ロ ー

ゆ き しゃ きっ ぷ か

ガンへ行 け るように,汽 車の切符 を買
しんでん

って くれま した。 ローガ ンに神殿が あ
よ は

ったか らです。 そ して,良 く晴れわ た
がっ ひ

っ た6月 の あ る 日,ロ ー ジー た ち は ロ
しんでん けっこんしき

一 ガン神殿 で結婚 式 をあげたの でした。
しんでん はい は り

神殿 のおが くずの入った針 さ しは,
みたら いえ ひ

ロ ー ジ ー と い っ し ょ に 新 し い 家 に 引 っ

こ はり

越 しました。それか らとい うもの,針
ゆ

さ しは ロ ー ジー の 行 く と こ ろ は ど こへ

で もつ い て ま わ り ま し た 。 そ し て,こ
はり にん こ ども

の針 さ しは,ロ ー ジー の8人 の子供 た
しんでん たいせっ お も

ちに神殿が大切であることをいつ も思
だ とう い

い出させ ました。お父 さんの言ったこ
ただ

とは,正 し か っ た の で す 。 ロ ー ジ ー は
こころ しんでん はり じ つく

心か ら,｢神 殿 のおが くずで針 さしを作
おも

っ て よか っ た｣と 思 う の で す 。
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ロ ー カ ル･ニ ュ ー ス

可 をい ただ き ました。

酒 とタバ コは,福 音 を聞 く以前 に も数 回や

め よ う と決 心 しま したが,い ずれ もで きませ

ん で した。 しか し,宣 教 師の チ ャ レンジ を受

け て｢こ のチ ャ レン ジに応 え よう｣と 決 心す

る と,い とも簡単 にや め る こ とが で きま した。

定 期的 に通 っ てい た胃腸科病 院 と も縁が切 れ

る程,体 調 が良 くなって き ま した。 妻 も子 供

た ち も私 の変 わ りよ うを見て,と て も喜 ん で

くれ ま した。砂 漠 の よ うな大都 会 の 中で,兄

弟姉 妹 の温 か い愛 を受 け る機会 をい ただ き,

神様 に 深 く感 謝 して い ます。私 た ちは家 族が

ひ とつ の道 を歩め る祝福 を喜 んで い ます1

神 様 は確か に生 きてい らっ しゃ って,こ の

道が,真 実永 遠の喜 び を与 えて くれ る こ とを

証 します 。

n嚇 勲脚 騰 一
､､､:錨､･

蕉 　 聯

蝉難畿

ヂ蜷 畷

セ セし じお
る 　 　 てぽゴ 露 洗

。∴､､。 麟

繧1軸･

麗胴 鍵

限りない恵みの中で

垂

1976年6月 の初め,陽 はす で に大 き く西 に

傾 き,人 気の ない雑 木林 の枝 の 間か ら赤 い光

が斜 めに射 し込 ん で いま した。私 は その光 を

受 け なが ら,落 葉 の積 もっ た草 の上 にひ ざま

ず きま した。祈 りの効 果 を信 じる気 持 ちは あ

りま したが,そ れ で もなお心 の片隅 に,無 駄

な こ とだ,自 分 は頭 がおか し くなって い る,

す っか り弱気 に な ってい るの だ,と い う思 い

が 残 って いるの で した。私 は小 さな声 で祈 り

始 め ま した。

｢モ ルモ ン経 は真 実 で し ょうか
。 この教 会

は本 当 に回復 され た唯一 の教 会 なの で しょ う

か。 私 たち家族 が教 会員 とな るこ とは本 当に

正 しいの で し ょうか 。 ジ ョセ ブ･ス ミスに現

われ て下 さっ た と同様 に,ど うぞ私 に もみ姿

を現 わ して,私 た ちが教会 に 入 るべ きか ど う

か をお教 え下 さい｣と 。 もちろん御 父 と御 子

の訪 れ はあ りませ ん で した 。け れ ど も,祈 り

.終 えた私 の心 は非常 に 軽 くな り,安 らか な気
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持 ちでそ の林 をあ とに したの で した。

私が この教会 を知 った のは,こ の こ とが あ

った半年 前 の1月4日,ふ た りの外 人宣 教師

が私 の家 を訪 問 して下 さっ た 日の こ とです。

上 手 な 日本語 で,イ エス･キ リス トにつ い て

お話 した い と言 うの を聞 いて,私 は特 別 な気

持 ちに な りま した。 とい うのは,こ の数年 間

に,妻 の母 親 の急 死 と,私 の父 の病死 に直 面

し,人 生 の 目的,生 と死 につ いて深 く考 え,ま

た仕事(建 築 設 計)の 上 で新 しい確 実 な指 針 を

得 た い と願 って,い ろい ろな思想,芸 術,社 会

学 の論 文 を読み あ さっ てい たか らです 。特 に,

父の入 院先 の病 院の牧 師 さんか らいた だい た

新 約聖 書 を取 り出 して読 み,イ エ ス･キ リス ト

の純 粋 な愛 と生涯 に心 を動か されていたのです 。

それ か ら,週 に一度 の レ ッスン と,モ ル毛

ン経 の勉 強 に よって福音 の知 識が 増 し,私 は

もちろん,妻 とふ た りの子 供 た ち も次 第に 熱

心 に な って きま した。 しか し,40年 間 かけ て
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証を得る門を開《

セ オ ・E・ マ キ ー ン

私 が 人か ら受 けた教 訓 の内・ 最 も匠口象深 く
心 に残 って い る もの に，若 く美 しい ひ と

りの女性 か ら受け た教 訓が あ る。 彼女 は私 た

ち と一緒 に生 活 しなが ら， ブ リガ ム ・ヤ ン グ

大学へ通 って勉強 を して いた。 彼女 は全 盲 で

あ ったが ， その能 力 は， 知 的 な面 で も霊 的 な

な面で も，群 を抜 い てい た。電 話番 号 も， た

った一 回尋ね れば それ です ん だ。決 して忘れ

なか った。 また彼女 は， 私 の妻 や他 の 入々か

ら宿 題の 本 を読 ん で も らった。 しか し一 度読

ん で もらうだ けで，テス トの得 点 が ク ラスで最

高 とい うの も珍 しい こ とでは なか った。

私 も当.時， 大 学生 で あ ったた め， 各学期 の

初め にザ被 女 と盲導 犬 を新 しい教 室 に連 れて

行 った もので ある。 しか し一 度連 れ て行 けば，

彼女 には それ で充分 で あ った。 同 じよ うに，

彼女 は福 音 の原 則 も， ただ一 度学べ ばそ れで

よか った。 いつ で も， ど こで も， そ の教 えに

従 って， 信仰 深 く生 活 して いた。

私 は彼女か ら， ドアの 開閉 に関連 して教 訓

を学ん だ。彼 女 は聴覚 が極 め て発達 して いた

ため， 自分の 足音 の微妙 な反響 で， 自分 が ど

の ドア に近付 い てい るかが は っ き りとわか っ

たので あ った。 そ して， ドアが 半開 きの状態

にさ えなって い なけれ ば， まっす ぐに ドア の

所 まで歩 いて行 け た。 ところが ，だ れか が不

注意 に ドア を半 開 きの ま まに してお くよ うな

こ とがあ る と， 彼女 は ま ごつ い て し まうの だ

った。

怠慢 に よる失敗

主 は， 私 た ち主の子 供 た ちが， 人生 の ドア
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を善 に対 して 開 き， 悪 に対 して 閉 じてお く時

最 も喜 ばれ る。古 代 の ラオデ キヤに 住 む教会

貝 に対 し，主 は次 の よ うに言 われ た。「わ た し

は あな たの わ ざを知 って い る。あ な たは冷 た

く.もな く，熱 くもな い。 む しろ，冷 たいか 熱

いか で あ ってほ しい。

この よ うに ，熱 くもな く， 冷 た くもな く，

な まぬ るいの で，あな た を口か ら吐 き出そう。」

(黙示3：15-16)

学 ん だ ら， 学 んだ ことに従 っ て生 活 す る

教 え るこ との最大 の 目的 の ひ とつ は，善 悪

の違 いに気 付かせ る こ とで あ る。す なわ ち，

自分 の 人生 に何 を取 り入れ， また何 を拒 んだ

らよ いか を知 るこ とで あ る。 しか しなが ら，

私 た ちに与 え られて い る最：大 の チ ャレ ンジは，

真理 を学 ぶ こ とよ りもむ しろ， ひ とたび真 理

を知 り， 理解 した ら， それに従 って生 活す る

とい りこ とであ る。

主 は， ラオデ キヤ に住 む教会 貝 の不信 仰 を

叱責 され る と共 に， み 言葉 に従 って生 活 して

いた ヒラデル ヒヤ に住 む教 会員 をほめ られ た.。

「ヒラデ ル ヒヤ にあ る教 会 の御 使 に
， こ う書

きお く りな さい。 『聖 なる者，まこ とな る者，

ダ ビデのか ぎを持つ 者， 開 けば だれ に も閉 じ

られ る こ とが な く， 閉 じれ ばだ れに も開 か れ

るこ との ない者 が， 次 の よ うに 言わ れ る。

わ た しは ， あな たの わ ざを知 って い る。見

よ， わ た しは， あ なたの 前 に， だれ も閉 じる

こ との で きな い門 を開 いて おい た。 なぜ な ら，

あ なた には 少 し しか 力が なか っ たに もかか わ

らず ， わた しの 言葉 を守 り， わ た しの名 を否



ま なか ったか らであ る。

忍耐 につ いての わ た しの言葉 をあな たが守

ったか ち， わ た しも， 地上 に住 む者 た ち をた

め す ため に， 全世 界 に臨 も う としてい る試練

の時 に， あ なた を防 ぎ守 ろ う。」(黙 示3：7-

8，10)

学 ぶ側 に も責任 はあ る

教授 と学習 の過程 を完全 な もの とす るため

に は， 教 え る者 と学ぶ 者 の双方 に， ど うして

も果 た さなけ れば な らな い重大 な責 任が ある。

教 師 は生徒 に福 音 の勉 強 を促 し， 生徒 の学

ん でい るこ とが真 実 であ る と証 し， また生徒

一 人一 人に福 音 を 自分 の生 活 に取 り入 れ るよ

う勧め なけれ ば な らな い。 それ と共 に， 受 け

入れ るか 拒む か を決め るこ とので きる， 生徒

自身の完 全 な権利 と責 任 を も尊重 しな けれ ば

な らな い。

一方
， 学ぶ 側 で も， ひ とたび真理 の 原則 を

求 め て聖典 や神 の 生け る予 言 者の 言葉 を研 究

し， その 結果 ，聖典 の力 に よって これ らの 原

則が 真実 で あ るこ とを理解 したな らば， 次 に

は 自分 自身 でそれ に従 う決 意 をす る責任 が あ

る。最：終 的 にそ の よ うに決 意 す るこ とは，生

徒 の学 習 の過程 を完全 な もの とす るため に必

要 欠 くべ か ら ざる こ とで あ る。(「聖 徒 の道」

1977年4月 号p.27， 「教 授 と学 習の関 係」 の図

を参 照)

学 習は ，「善 悪 を弁 え… …一切 の善 いことを

つ か んで」(モ ロナ イ7：19)は じめ て， 完全

な姿 を取 るの で あ る。

喜 んで従 う

ヨシ ュアは イス ラエ ル の民 に向か って次 の

よ うに言 った 。「あなたがたの仕 える者 を， き

ょう， 選 び な さい。 ただ し， わた しとわ た し

の 家 とは共 に主 に仕 え ます 。」(ヨ シュ ア24：

15)

ナサ ン ・エ ル ドン ・タナー 副管長 は， ヨシ

ュアの 言葉 を次の よ うに解 説 して い る。「あな

たが た とは，選 択 は あな たが た一 人一 人にか

か って い る， そ して 自分 の選 択 とそれに伴 う

結 果 につ いて は全責 任 を負わ なけれ ばな らな

い とい うこ とで あ る。仕 え る とは， 単に消極

的 に受 け 入れ た り， 口先 だけの奉 仕 をす るこ

とで はな い。 その 言葉 の意 味す る とこ ろをこ

とご と く受 け 入れ る こ とであ る。者 とは， 自

分 が仕 える相 手， あ るい は神 を指 す 。 き ょう

とは， 今 こそ選 び の時 で あ り， 自分 の行 く末

を決め る時で あ る とい うこ とであ る。明 日で

はな い。 明 日な どは な く， あ るの は今 日だけ

であ る。選 び な さい とい う言葉 は，私 た ちに

は 自由が あ る， 選択 す る権 利 と特 権 が ある，

とい う意味 を含む 。」(α 伽 腕1物 ωS「チ ャー

チ ニ ュー ズ」1963年6月8日 ，p.13)

時折 ，私 た ちは ，今 日の世 の中 に誤 りと悪

が ひ ど くはび こってい るこ とを考 えて，失望

を感 じる。 しか し，私 た ちは，今 は主の み言

葉 が全 地 に充 ち満 ち る時 で もある こ とを忘 れ

ては な らな い。私 た ちは，福 音 が与 え られて

い る恵 まれた 時代 に生 活 して いるの であ る。

私 た ちに 与 え られ て い るチ ャレ ンジは， それ

を学 び， それ に従 うこ とであ る。 その よ うな

生 活 をす れば， 最.終的 に は， 必 ず現 存の邪悪

に打 ち勝つ こ とが で き るので あ る。

「現 在， 主 は， この 時代 につ いて， 大管長

会 を頭 とす る生け る予 言者 た ち を通 じて， 全

地 の住 民 に， と りわけ 教会 貝 に， そのみ心 を

明 らか に して お られ る。大 管長 会が 語 るこ と

は，主 が 自ら この 地上 に お られた な らば 言わ

れ るはず の言葉 で あ る。… …従 っ て， その言

葉 は， 教義 と聖約や 他 の聖典 中の 啓示 と同様，

研 究 し，理 解 し，従 って い くべ き言葉 なので

あ る。 … …

現在 は ，真 理 と偽 りとの間 で大 きな争 いの

あ る時 代 で あ る。 …… 真理 と偽 りとを区別 で

きる確 か な方 法 は， ただ ひ とつ しか な い。 そ

れ は， これ らの事 柄 につ いて御 父 は どの よう

に考 えて お られ るか， よ く学 び， そ してその

教 え を実 践す るこ とであ る。」(マ リオン ・G・

ロム ニーCo吻7伽6d～ ερoγ'「大 会報 告」1945

年4月 ，p.90-91)
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私 たちに は答 えがあ る

福 音 には， 私 た ちの当 面す るチ ャ レ ンジに

対 す る答 えが あ る。 そ して，教 師 として私 た

ちが応 えなけ れば な らな いチ ャ レン ジは，生

徒 が各 自の生 活 で充分 に福 音 を実践 で きる よ

う助 け を与 え るこ とであ る。

ニール ・A・ マ ックス ウェ ル長老 は， この

点 につ いて次 の よ うに言 って い る。「私 た ちは，

親 として， また教 師 として， 青 少年 に これ ま

で以 上に 大 きな助 け を与 えなけ れば な らな い

時期 に来 てい る。青 少年 に， 福 音 と現実 の世

界 の問題 との 間に は深 い関連 が あ り， また福

音 には人 間の 問題 を解決 す る力 もあ る とい う

こ とを理解 させ な けれ ばな らない。」(1970年

夏， ブ リガム ・ヤ ン グ大 学 にお いて セ ミナ リ

ー
.・イ ンステ ィテ ユー ト職 員 を対 象 に行 なわ

れ た説 教 よ り。 今 月号の 記事 「福 音 に よ り人

生の 問題 を解 決 す る」p.37参 照)

実行 す るこ とは知 る ことで あ る

福音 を熱心 に研 究 す る時 に，何 を行 な うべ

きかが わか る よ うに な る。 そ して， それ を実

行 す る時に， それが 真理 で あ るこ とが わか る

ようにな る。「実行 」す るか しないか の鍵 は，

私 た ちが 従順 な者 とな るか ど うか の選 択 にか

か って い る。

マ リオ ン ・G・ ロムニー 副管 長 は， それ を

次 の よ うに ま とめ て い る。

「現世 の 入間 はふ たつ の面 を持 っ た存在 で

あ り， この死 すべ き世 で， ふ たつ の相 反す る

勢 力の影響 下 に置 か れて い る。一方 で神 の影

響 力は， 人に霊 感 と励 ま しを与 え， 生 命の 道

に従 わせ よう とす る。 も う一方 で は，サ タン

の力 が， 人に， 神 の戒 め に対 し不信 を抱 かせ ，

それ を無視 させ よ う として い る。 そ して人 は

選択 のいか ん に よって， すべ て を手 中 に収 め

るか， すべ て を失 うか の どち らかの 結果 を被

るの であ る。 人が このふ たつ の相 反 す る力 の

影響下 か ら逃 れ る道 は ない 。必 然的 に， どち

らか の影 響 を受 け るの であ る。 人に は，神 か

ら与 え られ た 自由意 志に よって選 択す る力が
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あ り， 選 択 は 人 自 ら が し な け れ ば な ら な い の

で あ る 。」(Co卿 名6耀θRθ ρ07'「大会 報 告 」1962

年10月 ，p.94)

主 の勧 告

私 た ちの救 い主 は， 古代 に おけ る と同様，

現 代 の私 た ちに も勧告 を与 え てお られ る。主

は， 古代 の ラオデ キヤ に住 む聖 徒 た ちに次の

よ っに言 って お られ る。

「す べ てわ た しの愛 してい る者 を
，わ た し

は しか った り， 懲 らしめ た りす る』 だか ら，

熱 心 にな って悔 い改め な さい。

見 よ， わた しは戸 の 外に立 って， たた いて

い る。 だ れで もわ た しの声 を聞 いて 戸 をあけ

るな ら， わた しは その 中に はい って 彼 と食 を

共 に し， 彼 もまた わた しと食 を共 にす るであ

ろ う。

勝 利 を得 る者 には ， わた しと共 に わた しの

座 につ かせ よ う。 それは ち ょ うど， わた しが

勝 利 を得 て わ た しの 父 と共に そ の御 座 につ い

た の と同様 で ある。

耳 の あ る者 は， 御霊 が諸 教会 に言 うこ とを

聞 くが よい。」(黙 示3：19-22)

黙 示者 ヨハ ネ は， この み言葉 を記 録 したあ

と， 続け て次 の よ うに言 って い る。「その後 ，

わ た しが 見 てい る と， 見 よ， 開 いた 門が 天 に

あ った。」(黙 示4：1)

私 は， 私 た ちすべ ての者 が努 力 次第 で その

よ うに開 かれ た 門の前 に立 て る とい うこ とを

証 申 し上 げ る。 それが 実現 す る よ うに， イエ

ス ・キ リス トのみ 名 に よ り， お祈 り申 し上 げ

る。 アー メン。
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福音 により

人生の問題を解決する

ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル

(1970年 夏 ， ブ リガム ・ヤ ン グ大 学 に お

い て セ ミナ リー ・イ ン ステ ィテ ユ ー ト職

員 を対 象 に行 な わ れた説 教 よ りの 抜粋)

私 は激 会の青少年はどのような人々であ
るか 自分 な りに考 えて い る こと を， こ こ

で包括 的 に紹介 した い と思 う。 ……

私 は， この神 権時 代が 始 ま って この方， こ

の教 会 に質 的 に も量 的 に も， 今程 選 り抜 きの

青 少年 が 多数存 在す る時代 は ない と信 じて い

る。 彼 らは固 く決意 し， 奉仕 の 精神 を持 ち，

福 音が 真実 で あ る と信 じ， その証 に従 って生

活 を律 し， しか もなお， 困難 な選 択 に もひ る

まな い とい う意味 で，選 り抜 きなの で あ る。

知 識 の面 で も決 意 の 固 さにお いて も，彼 らは

抜 きん 出て い る。 しか しなが ら，教 会 の青 少

年 が ひ と り残 らず ，今 申 し上 げた状 態 に あ る

わ け では ない 。活 発 で頭 が 良 く， 感化 力 が 非

常 に 強い もの の，選 り抜 き と呼 ばれ る程 に は

福 音 の教 えに精 通 してい ない若 入が その 大部

分 を 占め てい る。 また一 方 で， 反抗 した り，

反対 した り， 離 反 した りす る者 もい る。教 会

の青 少年 とは言 っ て も， 皆 さん の担 当す る青

少年 は， 選 り抜 きの者か ら反 抗す る者 まで，

実 に様 々 であ る……

関 連 づ け るこ との重 要性

私 た ちは，親 と して， また教 師 として，青

少年 に これ ま で以上 に大 きな助 け を与 えなけ

れ ば な らない時期 に来て い る。青 少年 に，福

音 と現実 の世 界 の問 題 との 間に は深 い関連 が

あ り， また福音 には 人生 の問題 を解 決す る力

もあ る とい うこ とを理 解 させ な ければ な らな

い 。"●'"

つ ま り，青 少年 には まだ その関連 づ けが は

っ き りして い ない とい うこ とで あ る。福 音 は

単 に語 れ ば よい とい うもの では な く，実践 す

る必要 が あ る とい う こ とを彼 らに気付 かせ る

必要 が あ る。 さ らに また，福 音 に よって どの

よ うに人 生の 問 題が解 決 で き るか を知 り， こ

れ まで以上 に確 実 に，上 手 に， しか も霊的 に，

福音 を家 庭 生 活 に取 り入 れな けれ ばな らない

とい っこ とで あ る。

教会 の青少 年 は平和 を

作 り出 さなけ れ ばな らない

教 会 の青 少年 の役 割 を考 えて み よ う。青 少

年 は現 在次 の よ うな矛盾 を抱 えてい る。 まず，

一方 で
， 聖典 や 予 言者 た ちを通 じて， 地上か

ら平 和 の取 り去 られ る時が 速や かにや って 来

る と教 え られ て いる こ と。私 たちは この こ と

を よ く知 って おか なけ れば な らな い し，無知

では い られな い。 ところが も う一 方 で， その

同 じ聖典 や 予 言者 を通 じて，平 和 を宣言 し，

平 和 を作 り出す とい う責 任 も負わ されて い る

とい うこ とであ る。 この ふたつ の教 えが一 見

相 矛 盾 して い るよ うに見 え よ うと も，青 少年

は いつ もそ れ を心 に留 め， 世 の事柄 に慎 重 に

対処 で きる よ うな生 き方 を求 め なけれ ばな ら

な い。 この世 には， 二度 と平 和 の訪 れ る こと

が な くと も， それ で も平 和 を作 り出す者 とな

らなけ れ ばな らな いの で ある。 ところが，青

少年 は，教 会 で一部 の大 人が して いる よ うに，

とて も承 諾 しかね る行為 を とる可能性 が ある。
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それは， 現代 の ヨナ に なる とい うこ とで あ る。

つ ま り， ニ ネベ に災 いが下 るの を予言 した後，

自らは 山の小 屋 に逃 げ込 ん で， 高 みの 見物 を

決 め込 む とい う生 き方 であ る。救 い よ りもむ

しろ災 い を強 調す る といっ た ヨナ の生 き方 を

主が， 愛情 をもって， しか しは っ き りと叱責

され た こ とに は深 い意味 が あ る。 教会 の青 少

年 は， た とえ災 いが迫 って来 るの を感 じよ う

とも， で きる限 りの 力 を尽 くして， 自分 た ち

のニ ネベ の 中で働 か なけ れ ばな らな い。責 任

を解か れ る まで， その職務 か ら離 れ る よ うな

ことが あ って はな らな いの であ る。大 人 とて

も同様 であ る。私 たちは ヨナ の よ うに安 穏 と

暮 らす こ とは で きない。 自説 の正 しさ を立証
'
す るため に， 災いが 現実 に起 こる よ う望 む と

い った生 き方 はで きな いの であ る。

リー ハ イの例 は その こ とを よ く教 えて い る。

リーハ イは，過去 の経験 か ら， 息子 た ちの内

のふ た りは 大成 しない であ ろ う とい うこ とに

気付 いて い鵡 しか しそれ で も， リー ハ イは

死ぬ まで， このふ た りを愛 し，祝 福 し，勧 告

し，仕 え続 け たの であ る。私 たちは この生 き

方 を模 範 としなけ れば な らな い。 また，現 代

の二ベ ネ に生 き る青 少年 もこの生 き方 を模 範

とす る必要 が あ る。私 た ちは， ヨナ の よ うに，

タルシ シに逃 げ出 ていや な仕 事か ら手 を引 こ

うとす るよ うな こ とが あっ ては な らな い。 山

に登 って， 災 いが下 るの を待 って い るこ とは

許 され ない。主 が指 示 され る限 り，委 ね られ

た職務 か ら離 れて はな らな いの で ある。 この

こ とは，大 入の 中に実際 に 良 い模 範 を示 して

いる人が いれ ば，教 会 の青 少年 に とって， そ

れ程 難 しい こ とで はな い。 しか し， だか ら と

言 って，数 々 の予 言や 実 際 の 出来事 に無 頓着

でいて よい とい うこ とでは な い。 それ で も，

少な くとも， あ ま り急 いで 山 に駆 け上 らな い
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よ うに し よ う で は な い か 。 … …

愛 のカ

ワ シン トンD.Cに 私 の親友 が い るが ，数 ヵ

月前 の こ と， 彼 が家 に帰 る と，丁 度強 盗が 押

し入 って いた ところで あっ た。友 人は そ こで

やや 軽率 に， 強 盗 と格 闘 を始 めて しまっ た。

そ の時， 強盗 の撃 った銃 弾が 友人 の脊椎 骨 に

当 た り， そ の ため に， 彼 は生 涯，下 半 身不随

の 身 とな って しま った。 それ まで 強壮 で屈 強

な体 格 を誇 っ てい た友 人 の生涯 は， 一瞬 の 内

に 暗転 して しまっ たの であ る。私 は， その惨

事 の直後 ，病 院 に彼 を見 舞 い，丁 度教会 です

るよ っに，慰 め の言葉 をかけ よ りとした。 と

ころが 私が 反 対 に慰 め られ て 病 院 を出 た の

で あ った。 彼 は， 赦 しの 問題 で必死 に悩 ん だ

末， よ うや く犯 人 を赦 せ る よ うに な り， も う

恨 み も持 って いなけ れば ，憎 しみ も抱 いて い

な い と， 涙 なが らに 言 える よ うに な って いた

の であ る。 そ こに あるの は， 愛だ け であ った 。

これは ，永 遠 の兄 弟愛 とい うもの を信 じて い

な けれ ば， とて も とれ る態度 では な い。 さて，

私 た ちは 「兄弟 愛」 とい う言 葉 を使 う時， そ

の使 い方 を， もっ とひん ぱん に青 少年 に教 え

る必 要 があ る。 また， その 中に含 まれ て い る

意味 も説 明す る必要 が ある。 そ うしない と，

彼 らは， そ うした高 尚 な言葉 が， ちまた で使

わ れて い るの と同 じよ うな意 味 で しか 使 われ

て いな い と思 い込 んで し ま うか らで ある 。神

が御 父 で あ る とい う時，私 な ちは何 か 到達不

可 能 な超生 命 力の よ うな もの につ い て語 って

いるの で もなけ れば， 人類に したい放 題 の こ

とをさせ ， まるで構 わ ない優 しいお.じい さん

の ような方 につ いて 言 って い るので もな い。

私 た ちの言 う御 父 は， 愛 の深 い御 父 では あ る

が， 必要 とあ らば，私 たち に厳 しい経 験 を も

}
!

}
}
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させ る御 父 であ る。 それ は， 御 父が私 た ち を

深 く愛 して お られ るの で， その独 り子 が体 験

され た よ うに，私 たち に も苦 しみや悩 み を体

験 させ ， それ に よ って， 御 父や私 た ちの勝 利

と知 識が 完全 な もの に な る とい うこ とを教 え

る ため で ある。御 父 が愛 の御 父 であ る とい う

こ とが， 世 間の考 え方 と比較 して どの よ うな

意味 を もつか よ く理 解す るこ とは，青 少年 に

とって極 め て重要 であ る。

学習 の4形 態

私 た ちは普 通4つ の異 な った教 授法 に従 っ

て， 学 んだ り教 え た り して い る と思 う。 この

4つ は いず れ も必要 で あ り， 適切 な もの であ

る。 しか し， 互 いに調 和 をはか る こ とが必 要

で あ る。 そ の第一 は， 訓 戒 であ る。教 会 では

これ は よ く行 なわれ て い る。 訓戒 を与 える こ

とは 多い し， また必要 であ る。次 は説 明 であ

る。 これ も多 く， また必要 であ る。3番 目は

模 範 で あ る。実 物に よる教 授 が一 番良 い こ と

はだ れ もが承 知 して い る。あ る作 家 は，「現 在，

青 少年 が 応 じる唯 一 の道徳 上 の よ りどこ ろは，

模 範 しか な い」 と言 って い る。4番 目は体 験

であ る。ところが，家 庭 で も，日曜学 校 の クラ

スで も， あ るい は イン スティテ ユー トや セ ミ

ナ リー で さえ も，後半 の2点 に対 して は，や や

消極 的な 態度 が 見 られ る。私 た ちは，訓 戒 や 説

明 に は非常 に重 き を置 いて い る し， また そ う

す る こ と も当 然で あ る。しか し，学 習す る立場

か ら言 えば，調和 をはか るため には，これ まで

以上 の模 範 と， これ まで以上 の体 験 が必要 で

あ る。私 が 懸 念 して い るこ とを率 直 に 申 し上

げ るが，ア ロン神権 者 た ちは，自分 た ちの行 な

わ なけ れ ばな らな い奉仕 活動 は， ただ 日曜 日

に聖 餐 を祝 福 し，パ スす る こ とだ けで あ る と

思 い込 ん では いな いだ ろ うか。私 は，ア ロ ン神

権者 が 未亡 人 の家 の ごみ 箱 を運 び出 した り，

雪か き を行 な った りす る光 景 をもっ と目に し

た い と思 う。 そ うす れば青 少年 は， 福音 とそ

の実 を実際 に体 験 し，福 音が 真実 で ある こ と

を知 る よ うに な.るであ ろ う。 そ して， だれか

ら も教 え を受 け る必要 が な くな る。青 少年が

自分 で体 験 す るか らで あ る。 ニー フ ァイ第3

書 を読 む と， イエ スが ア メ リカ大 陸 を訪 れ た

時， 群衆 はイエスに近づ いて， 「各々み な 目で

見，.手で触 れて」 「その手 をイエスの肋 に さ し

入 れ」 「釘 あ とに触 れ た」と記 され ている。群

衆 は 自 ら体験 し，福 音が 真実 で あ るこ とを知

っ たの で ある。 これ こそ， アル マ書32章 に 言

わ れて い る，完 全 な知識 を生 み 出す試 みで あ

る。 私 た ちは それが 真実 で あ るこ とを 自分 の

体験 か ち知 っ てい る。 しか し， 実 際の体 験 を

得 させ よ うと して教 会 の教室 を空 にす るわ け

に は いか ない こ と も承知 して い る。け れ ども，

教室 とい うわ くを越 え て， 福 音の 原則 を実 際

に応 用 で きる直 接体 験 を得 る よう.にしなけれ

ば な らない 。 これ らの体 験か ら，教 会 の青 少

年 は ，霊 的 な経験 とい う倉 を建 て， 丁度教 会

員が 貯 えて お いた食糧 や 衣服 を取 り出 して来

る よ うに，必 要 な時 にいつ で もそれ を引 き出

せ る よ うに な るの であ る。人 には皆 ， その生

涯 に ，霊 的 な体験 とい う倉 か ら貯 え を引 き出

さな けれ ば な らない時期 が あ る。私 た ちの中

には， そ の倉 が ほ とん ど空 の者 もいる し， い

まだ かつ て貯 えた こ との ない者 さえ もい る。

私 た ちは， 教会 の青 少年 が知 的 な問題 で悩 む

時 に備 え て， いつ で も貯 えを引 き出せ る状態

に しておか な けれ ば な らない。 そ うす れば，

彼 らは過 去 の経 験か ら， 福音 が真 実 であ るこ

とを体験 的 に知 るで あ ろ う。
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寛容 な青年 たち

次 に，私 が骨 を折 った末 よ うや くの こ とで

学 んだ こ とにつ いてお 話 した い と思 う。皆 さ

んの教 え る対 象が， 青 少年 で はな く， その親

であ る場合 もあ るだ ろ う。 今 日， その 点 に関

してひ とつ 申 し上 げ る とす れば ， それ は，現

代 の青少年 が， 以 前 の青少 年 に比べ て ，仲 間

の起 こした 間違 い を公 然 と非難 す る とい うこ

とに関 して はは るか に消極 的 だ とい うこ とで

ある。だ か ら と言 っ て，現 代 の青少 年 が必 ず

しもそ うした行 ない を肯 定 して いる とい うの

ではな い。 これ はなか なか 理解 し難 いか もし

れな いが ，大 変重要 な こ とであ る。現 代 の青

少年 はは るか に寛容 であ って， 仲 間が な にか

悪 い こ とを した時 で も，す ぐには 見放 さな い

ので ある。 これ を見 て，大 入の 中に は， それ

は黙認 では ないか と思 う人 もい る。 しか し，

そ うでは ない。 彼 らは仲 間 を認め な い と同時

に，や りこめ も しな いの で ある。私 は親 とし

て，自分 の息子や 娘 が，身の 回 りで起 こっ てい

るこ とを公 然 と非 難す る時 が あ って もよ いの

に と思 うこ とが あ る。 しか し， 子供 たち と静

か に， しか も愛 情 を持 って 話 し合 ってみ て わ

か ったの で あるが， 彼 らはそ うす る こ とを好

まないの であ る。彼 らは仲 間 をや り込め た り

す る こと を好 まな いの であ る。 大 人が理解 し

なけ れば な らない こ とは， 青 少年 は， 仲 間 の

行為 に憤 りを感 じて も， 私 た ちが望 む程， 率

直に はそれ を表 に現 わ さな い とい うこ とで あ

る。従 っ て， 彼 らが そ の よ うな態 度 を とっ た

か ら とい ってす ぐさ まそれ を肯 定 してい るの

だ と受 け取 った りす る と，手 痛 い過 ち を犯 す

ことにな る。

聖典 は讃美 歌集 の よう なもの

最 後 に， 青 少年 に ひ と りで聖典 を読 みた い
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とい う気持 ち を起 こさせ る新鮮 な方 法 を考 え

出 して欲 しい と願 って いる。思 うに， 聖典 は，

讃美 歌集 に た とえ る と一 番 はっ き りと理解 で

きるの では な いだ ろ うか 。つ ま り， 讃 美歌 集

の歌 は 皆， 長 年 に わた って その有 効 性が 実

証 され て きた曲 ばか りで あ る。 しか し，私 た

ち大 人 は， 自分 の好 む 曲 を数 曲， いつ も繰 り

返 し繰 り返 し歌 う。 その 曲 は，青 少年 に は気

に 入 らな い曲か もしれ ない。 あ る意味 で は，

聖典 も讃 美歌 集 と同 じであ る。歌 った り聴 い

た りしなけ れば な らな い曲 は数 多 くあ るが ，

私 た ち大 入 の好 きな曲が ， 必ず しも， 青 少年

の好 み に合 うわ け では ない 。一 人一 人 自 ら聖

典 を読 む こ とに よって は じめて， 今 日そ の必

要 に応 じて 語 りかけ て くれ る聖 句 を見つ け 出

す こ とが で きるの であ る。 どれ程 念 入 りに学

習計 画 を立 て よ う とも，個 人の要 求 に100パ

ー セ ン ト応 え てや る こ とは で きな い
。 自分 で

讃美 歌集 を開け， 音 楽 を聴 か な けれ ばな らな

い ので あ る。聖典 は， いつ も目の前 にあ っ て，

語 りかけ ， さ さや きかけ て くれ る。 しか し，

時に は， 自分 ひ と りで勉 強 しな けれ ばな らな

い時 もあ る。青 少年 のそ の よ うな要 求 を大 人

が 完 全 に予 想 す る とい う こ とは で きない こ と

だか らで あ る。 ……

私 た ちは王 国 の困難 な責 任 を引 き受 け てい

る。 そ して事実 ， その よ うに感 じる 日もあ る

こ とだ ろ っ。 その ため に，今 日， この 定め ら

れ た時 に，神 が 皆 さん を現 在の職 務 に 召 して

下 さった とい うこ とに対 して，特 別 に感 謝 の

気持 ちを抱 くこ とが 必要 で あ る。神 が この た

め に私 た ち を祝福 して下 さる よ う， こ の教 会

の頭 で あ るイエ ス ・キ.リス トの み名 に よ り祈

るもの であ る。 アー メ ン。
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副 編集 長 メ ル ビ ン ・レ ビ ト

1942年5月15日 ・ ピ ー ト'フ ラ ム は 妻 に キ

ス を して， 「明 日帰って来 るか ら」と言 い

残 して家 を出た。 オ ラ ンダの春 うら らか な田

園地帯 をア ル ンヘ ム に向か う汽 車の 中 で， 彼

は責 任 の こ とを考 え てい た。 オ ランダ伝道部

の第 二副 伝道 部長 とい う重 責 を思 うと，耐 え

が たい思 い であ った 。

不 幸 に も， この旅 行は避 け る こ とが で きな

か った。 当時 オ ラ ンダは ドイツの 占領下 にあ

り， 退役 海 軍士 官で あ った彼 は，他 の士官 と

一緒 に
， ア ル ンヘ ム で登録 をす るよ う義務づ

け られ て いたの で あ る。

この よ うな登録 は これ まで も度 々行 なって

きた こ とで あ った。 その ため ，や っか いでは

あ っ たが ， いつ もの こ ととして別 に気 に もし
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捕われの宣教師

てい なか った。彼 は窓 の外 を飛 ぶ よ うに過 ぎ

てゆ く緑の畑 をながめ て いた 。 しか し， 一泊

の予定 の この旅が ，実 に3年 間の捕 虜生 活へ

向か う旅 に なろ うとは彼 は夢 に も思 ってい な

か った。

アル ンヘ ムに到 着す る と， オ ランダ の士官

は全員捕 虜 として列車 で ドイツに連行 され る

と通告 され た。 ピー トは， 夜 の暗 闇の 中 を，

列 車に揺 られ て ラ ンクバ ッサー の捕 虜収 容所

に向か った。 しか し， 彼の心 は， 人い きれ の

す る狭 い車両 とは別 の世 界 をただ よっ てい た。

「なぜ，私 が捕 虜 に?」 沸 々 と疑 問 が湧 きあ

が って くるの だ った。主 は 彼 を副伝道 部長 に

召され た。彼 は必要 とされ て いる 人で あった 。

その彼が なぜ捕 虜 として連行 され なけれ ばな

らなか ったの か。列 車 のガ タ ゴ トと い う音が，

「なぜ ， なぜ なの だ」 と繰 り返 し問 うて い る

よ うで あった。 しか し， 答 えは なか った。

ピー トは強 い信 仰 の持 ち主 で あ り， 実際 に

答 えを必要 とは してい なか った。 いず れ わか

るだ ろ う と， 彼 は考 えて い た。

それ か ら しば ら くLて ， 彼 はそ の捕 虜生 活

が教会 史上特 に 困難 な伝 道の 召 しの中 で最 も

輝か しい もの とな った こ とを知 ったの で あっ

た。

ラン クバ ッサー の収容 所 に 入っ てか ら間 も

ないあ る 日の こ と， ピー トが不潔 なバ ラ ック

を出て草 の上 で横 にな って い る と， そば に い
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た仲 間の ひ とりが， 宗教 につ いて ピー トに問

いか けて きた。 ピー トは彼 が疑 問 に思 って い

る事柄 にす べ て答 えた 。 これが きっかけ とな

り，や が て この収容 所 で伝道 の レ ッス ンが始

ま った。

程 な くして， 教会 につ い て話 を聞 きたい と

い う人々が 大勢 現 われ た。 しか し，監 視 員の

目が あ るた め， 大勢 を集 め て話 をす る こ とは

で きなか った 。そ こで ピー トはふ た りずつ 選

び， 彼 ら と一 緒 に収容 所 内 を散 歩 しなが ら，

教 会に つ いて話 をす るこ とに した。

それ か ら数 ヵ月 して， 捕虜 た ちは， ロシア

とポー ラ ン ドの 国境近 くに あ るス タニ スラ フ

に移 された 。 ここ で もピー トは，散 歩 を しな

が ら福音 を説 き続 け た。

中で も熱心 に ピー トの話 に 耳 を傾 け た捕 虜

，た ちが， 礼拝 行事 を行 な えな いだ ろ うか と尋

ね て きた。 そ こで，収 容所 の端 に あ って使 わ

れ てい ない建 物 を集会 所 に定め ， 窓 を毛 布 で

おお っ て， 秘 か に礼拝行 事 を行 な うこ とに な

っ た。古 い石 けん 箱が 彼 らの説教 台で あ った。

特 別 な集 会 を聞 くことが 固 く禁 じ られ て いた

ため に，何 事 も秘密 の 内 に行 なわ なけれ ば な

らなか った。

こ うして開か れ た礼拝 行事 は， 通 常の もの

とはやや 異な って いたが ，常 にみ た まに満 ち

て いた 。開 会 と閉会 の讃 美歌 は歌 わ ずに， 歌

詞 を読 む だけ であ った。 監視 員に 聞か れ るの
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を恐 れ たか らで あ る。 その 上，・礼拝行 事 が終

わ ると， ひ と りずつ こ っそ りと出て行 か なけ

ればな らなか った.。

有 刺鉄 線 に囲 まれ た収容 所 の中 では，福 音

の原 則が 厳格 に守 られ た。 断 食 日曜 日に は，

配 給 され る カ ップー杯 の豆 をほか の仲 間た ち

に分 け与 え， 空腹 に耐 えなが ら彼 らは 断食 し

た。 そ して， 彼 らの 多 くは，空 腹 で眠 れな い

ため夜 を徹 して祈 り， そ の結果 福音 の証 に 目

覚 め たの で あっ た。最 も懐 疑的 で あ った求道

者の ひ とりは， その よ うな断 食の夜 に証 を得

た。翌 日， 涙 で頬 をぬ ら しなが ら壇上 に立 っ

た彼 は， 言 い尽 くしが たい平 安 な気持 ちを得

て い るこ とを証 した。 そ して， 日曜 日の集 会

のた め に 自分 に も少 し手伝 わせ て ほ しい と，

謙 虚 な態度 で願 い出 たの であ る。 ピー トが彼

に，毎 週床 掃 除 を して ほ レい と頼 む と， 彼は

名誉 な務 め であ るとそれ を承 諾 した 。「この部

屋 に お いでに な るあ なたは， 聖 な る神 権 者 で

す か ら。」.

また，MIAに つ いて話 す と，彼 らは是 非

自分 た ち も組織 した い と語 っ た。 そこ で ピー

トはMIAを 組 織 して，会 長会 と書 記 と教 師

を召 した。彼 らは その 集会 で教義 と聖 約 を学

んだ 。後 に ピー トは， 彼 らの講義 以上 に素 晴

らしい もの を聞 いた こ とが な い， と語 って い

るρ

収容 所 内 を散 歩 しなが らの福 音 の講義 が何

＼

ヵ月 も続 き，.人々 は次 第に福 音 に対 して強 い

証 を持 つ よ うに なっ た。彼 らは信 仰 に よって

耐 え忍 ぶ こ とが でき.た。 ピー トを深 く敬愛 す

る彼 らは，あ る復 活祭 の 朝に ，「信 仰」 とい う

創 作 曲 を贈 って ピー トを驚 かせ た。 この 曲は

その後 ， オ ラン ダ伝 道部 の歌 集 に 入れ られ た。

終戦 間近 に， 捕 虜 たちは ドイツ の ノイブラ

ンデ ンブ ル クに移 され たが， ここ で も教会 活

動 は続 け られ た。 そ して1945年4月28日 ， ソ

連 軍 の 戦車 が有 刺鉄 線 を押 し倒 してこの収容

所 に突 入 し，捕 虜 は 自由の 身 とな った。 それ

か ら数 週間 後， ピー トは妻子 の待 つ家 に帰 っ

た。 また， 福音 を喜 ん で受 け入 れ た仲 間の捕

虜 た ち も， 飢 えや 寒 さや 南 京虫 な ど もの とも

しな い価値 あ る素 晴 ら しい贈 物， 福音 を携 え

て， それ ぞれ の家 路に着 い たの で ある。

その 後， 彼 らの 内の7人 が バ プテ スマ を受

け ，彼 ら と共 に 多 くの家 族 が改宗 した。 そ し

て捕 虜 仲問 か らの 改宗 者の ひ と りが， 後に，

オラ ンダ ステー キ部 の初 代 ステー キ部 長に 召

され たの であ った 。

ピー ト ・フ ラム は， どの よ う.な状況 にあ っ

て も自分 の義務 を完 う しよ うとす る強 い意志

の持 ち主 であ った 。 自分 の伝 道部 か ら連 れ去

られ た彼 は，別 の場 所 で 自分 の使 命 を果た し，

多 くの 人々 に永運 の喜 び を もた ら したので あ

る 。
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必ず しも速い者が競走 に勝つのではな く，

ウ ィ リア ム ・G・ ダ イ ヤ ー

人生の競走

オ リンピ ック競 技 を見 て・ そ の選 手 の能 力

に驚 きの 目 をみ は らな い者 はい ない だ ろ

う。私 た ちの だれ もが その よ うな優 れた オ リ

ンピッ ク選手 になれ るわけ では ない 。 しか し，

すべ ての 人が 参加 しなけ れば な らな い競 走が

あ る。 それ は 人生の競 走 で あ る。人生 の競 走

では， 自分 よ り力の あ る人， 能 力の あ る人，

技術 の優 れ て いる人， その よ うな人が い るの

では ないか とい う不 公平 の よ うな もの を感 じ

る ことが ある。 しか し， 次の聖 句 か ら私 たち

は慰 め を得 る。 「必ず しも速い者 が競 走 に勝 つ

のでは な く，強 い者 が戦 いに勝つ のでもない。」

(伝道9：11)こ の ほか に も， 聖典 の随 所 に，

最後 まで耐 え忍ぶ 者が 等 し く救 われ る とい う

こ とが述べ られ てい る。 人生 は100メ ー トル

競走 の よ うな短 距離競 走 で はな い し， 中 距離

競走 で もない。 言 わばマ ラ ソンで あ る。長 距

離競 走な ので あ る。 主 は こ う言 って お られ る。

「重 ねて言 う
， わが 願 うは終 りまで 忍ぶ者 の

み救 わ るる を汝 の知 らん こ とな り。」(教 義 と

聖約53：7)最 後 まで耐 え 忍ぶ者 だ けが救 わ .

れ る とい う事 実 は，教 義 と聖約 の 中だ け で も

12ヵ 所 に記 され てい る。

私 は 人生の競 走 につ い てお話 した い と思 う。

この競走 は この世 に生 を受 けた 時か ら始 まり，

時 と して 苦 しい もの で ある。 そ して， 自分

の言動 に責 任 を持 た なけれ ば な らな い年齢 に
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な っ た頃か ら， 本 当の勝 負が 始 まる 。十代 の

頃 か ら人生 のマ ラソ ンは上 り坂 にかか る。 高

校 時代 の こ とを振 り返 る と， あ なた に も思 い

当 た るこ とが ある であ ろ う。

ほ とん どの 人が十代 の 頃の こ とをはっ き り

と覚 えて いる もの であ る。 そ して，30代 ，40

代 に なって も， 苦 しか った高校 時代 のこ とを

忘 れ ない。 あの 頃は まだ小 さ くてや せ て いた

の で， あ るいは， 眼鏡 や歯 列矯 正器 をつ け な

けれ ば な らなか った ので， また顔 中 に きび だ

らけ だ ったの で競 走す るのがつ らか った こ と

を思 い 出す こ とだろ う。 この よ うな こ とすべ

て に よって，苦 しい十代 を送 って いた あ なた

は悩 み ， 自分 よ り背 の高 い 人， 強 い人，美 し

い人 を見 てね た ま しい気 持 ち を抱 いた こ とだ

ろ う。.

この試 しの 人生 に，や さ しい競 走 を与 え ら

れ て いる 人は ひ と りもいな い。ヘ ブ ル人へ の

手紙 か ら， 人生 の競 走に つ いて語 ってい るパ

ウロの 言葉 を読 んで み よ う。

「わ た した ちの参加 すべ き競 走 を
， 耐 え忍

ん で走 りぬ こ うでは ないか 。

『わ た しの子 よ
， 主 の訓 練 を軽 ん じては い

けな い。主 に責 め られ る と き， 弱 り果 てて は

な らない 。

主 は愛す る者 を訓 練 し， 受け いれ るすべ て

の子 を，む ち打 たれ るので あ る。』





あな たが たは訓 練 として 耐 え忍 びな さい 。

神 はあ なたが た を，子 と して取 .り扱 ってお ら

れ るの であ る。い ったい，、父 に訓練 されな い

子 があ るだ ろ うか 。」(ヘ ブ ル12：1，5-7)

入生 の競 走 を時 として苦 し く感 じる こ とが ，

ある とした ら， 多分 それは私 た ちに対す る主

の意 図 され たこ とで あ る。

あな たは今， 自分 が 人生 とい うマ ラ ソン ゴ

ー スの どこ を走 って い るか知 って い るだ ろ う

か 。然 るべ き所 に い るだ ろ うか 。私 が この よ

うに言 うのは， 自分 自身 を見捨 て よ う として

いる人 を知 ってい るか らで あ る。 この競 走 は

確 かに苦 しい。 そ して， それ を さ らに 困難 な

ものに してい るの が数 々の 障害物 であ る。試

験 に失 敗す るこ とや ガール フ レ ン ドを失 うこ

と， 罪 を犯 す こ と， この よ うな障害 に直 面 し

た時， 彼 らは この競 走 を放棄 しよ うとす る。

私 が学生 ワー ド部 の監 督 を してい た時， 私 の

も とにや って 来て， こ う言 う学 生が よ くい た。

「監 督， も うだめ です 。悔 い改 め て も との よ

うにな るこ とはで きませ ん 。 も う， ど うしよ

うもあ りませ ん。」このような 人は次 の ような

主 のみ言 葉 を忘 れ ているのである。 「た とい あ

なたが たの罪 は緋 の よ うであ って も雪 の よ う

に白 くなるの だ。」(イ ザヤ1：18)悔 い改 め

の道 は 閉 ざされて は いな い。新 た な 目標 に 向

か って前 進 で きるの であ る。私 た ちが あ き ら

め ない 限 り， また この 競走 は きつ す ぎる と判

断 を早 まらない 限 り， 新 た なス ター トライ ン

に立つ こ とが で き るので あ る。

人 を裁 か ない

ほか の人 には手 を貸 そ う としない人 々が い

る。彼 は， 自分の 親 あ るいは 兄弟，姉 妹 ，友

達，ル ーム メイ トに手 を貸 す 必要 は ない と考

46

えて い る。 あ ま りに も厳格 で， 自分 の考 えに

固執 し，振 り返 る こ とを知 らず ， ほか の人 の

競 走 はす で に終 えて い る と考 えて い るので あ

る。 しか しこの よ うな こ とが あ っては な らな

い。 デ ピ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大 管長 は， い か

な る成功 も家 庭 の失敗 を償 うこ とはで きな い，

と語 っ てい る。 また， マー ビン ・J・ ア シュ

トン長 老 は， 私 た ちの 失敗 は あ き らめて 努 力

を止 め た時 に こそ訪れ る と述べ て い る。 従 っ

て，私 は こ う申 し上 げ た い。 人生 の競 走 は私

た ちが この世 に存 在す る限 りいつ まで も続 く

もの で ある， と。私 たちは 自分 自身を も， 他

の人 々 を も見 捨 てては な らな いの であ る。

この競走 を続け なが ら， 人 の走 り方 を とや

か く言 う人が い る。け れ ど も，他 人のマ ラ ソ

ン コー スに どの よ うな障害や 困難が 待 ち受け

て いるか を知 る こ との で き る人は いな い。私

た ちは， 人 はそれ ぞれ に厳 しい試練 に 直面す

る とい うこ とを理解 しなけ れば な らな い。 困

難 に耐 える力 は 人に よ って違 うもので あ る。

あ る人に とって針 で刺 され た程度 の痛 み で あ

って も，他 の 人 に とっては 耐 え難 い程 の痛 み

を感 じさせ る もの があ る。 これ と同 じこ とが

試 練 につ いて も言 え る。 あ る人に とっ て大 き

な障害 だ と感 じて い る こ とも，他 の人 に とっ

ては単 なるチ ャ レ ンジに しか感 じない こ とが

あ る。全 く目立 たず， あ ま りボー イフ レ ン ド

に恵 まれ なか っ た若 い女 性 に とっ て， ひ と り

の ボー イフ レン ドを失 うこ とは どれほ ど大 き

な苦痛 であ ろ うか 。一 方，多 くの男性 か ら愛 さ

れ た女性 は， そ の よ うな愛 を味 わわなか っ た

女 性 の悩 みや苦 しみ を理 解す る どころか ，気

づ くこ とさえな いで あろ う。私 た ちが深 い思

いや りの心 を持 て るよ うに， 私 は祈 って い る。

また， 他 の 人が どの よ うな道 を歩 んで い るか
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を心か ら理 解 し， 軽率 で思 いや りのな い裁 き

を下 さ ない よ うに と願 ってい る。

疲 れ切 って い る人 に手 を貸 す

人生 の この競 走に お いて，す べ てが順 調 に

い って い る とい う人が い る。素 晴 ら しい こ と

で あ る。 人生 はバ ラ色 であ る。 この よ うな状

態 に あ る時 ，感 謝す るこ とを学 んで い ただ き

たい。 また，謙 遜 に な り， 主が 与 えて くだ さ

った この安 ら ぎを感 謝 す る よ うに して いた だ

きた い。 うぬ ぼ れ るこ との ない よ うに， また

独善 的 に な った り， 自己満 足に浸 り切 った り

す るこ との ない よ うに 。 この よ うな時 こそ，

自分 の持 て る もの を見 いだ し， 人に手 を差 し

伸 べ， 力 を貸 す よ うにすべ きで あ る。 この競

走で 主が 私 たち にお与 え下 さって い る素晴 ら

しい恵 みの ひ とつは， このマ ラ ソン コー ス を

た だ独 りで 走 らなけ れ ばな らな い とい う規 定

が な い こ とで あ る。 他 の人 々 と一 緒に 走 る方

が よい。他 の 人々が 援助 の手 を差 し伸べ ，十

字架 を運 ん で くれ， 私 た ち を励 まし， 力 を与

えて くれ るか らであ る。 また， あな たが順調
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に走 り続 けて い る限 り， あ な たの力 を他 の 人

人に与 える こ ともで きるの で ある。

あ る 日の.出来事 につ いて お話 したい と思 う。

私 が事 務所 に 入ろ うとする と，隣 の事務 所(彼

はある ワー ド部 の 監督 をして いる)の 入 口の

前 でひ とりの女 性 が心 を取 り乱 した面持 ち で

立 って いた。 その女 性 は ドア を ノ ック しなが

ら， しば ら く監督 を待 って い た。 しか し彼 は

外出中 であ った。 彼女 の表情 が ど うに も気が

か りだったの で，私 は声 をか け た。 「失礼 です

が， ど うか な さい ましたか 。私 に何 かお 役 に

立 てる こ とは あ りませ んで しょ うか 。」

彼女 は答 えた。 「 兄弟 を待 ってい るんで

す。私 の監 督 なんです 。でも，留守 の ようです。」

「私 で何 か お役 に立 て ます か
。」そ う言って

彼女 を私の事 務 所 に通 した。 話 して い る うち

に， この女性 が38人 い る私 の い とこのひ と り

であ る こ とが わか った。私 た ちが 身 内同士 だ

と知 るや ， 彼女 は これ までの 悲 しい 日々 の出

来事 を話 し始 め た。彼 女 は独 身で， 将 来の望

み を全 く待 ってお らず ， 人生 に失望 して いた。

その後 彼女 は監督 の助 け を得 る よ うに な った

が， 私 は身 内の者 として何 ヵ月間 か で きる限

り彼女 と親 し く語 り，助 け， 相談 に の った。

その結 果， 彼女 は家 族 の も とに帰 り， 病 弱 な

母親 の世 話 をす るのが一 番 よ い と決心 したの

だ った。家 に帰 っ た彼女 は失望 か らい くらか

立 ち直 り，霊 的 な事 柄に再 び 打 ち込 む よ うに

な った 。 そ うしたあ る 日， 私 に電話 が かか っ

て きた。 彼女 が， 妻 と死別 した5人 の子 持 ち

の男性 と知 り合 い に なっ た とい う話 だ った。

しば ら くして私 は， 彼女 と神 殿 の 中で会 っ た。

彼女 は伴侶 と結 び 固め られ， 一度 に5人 の母

親 とな ったの であ る。私 は いつ で も人々 のお

役に立 ち たい と願 ってい る。 ま た， あな たが
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人生の 競走 で疲 れ切 ってい る 人々 に助 け を与

え るこ とが で き る ように と， 私 は祈 っ てい る。

も う一度 ，使 徒 パ ウロの 言葉 を引用 した い

と思 う。パ ウ ロは 「肉体 に一つ の とげ」(IIコ

リン ト12：7)を 受け なが ら も，ダマ スコへ向

か う途 中 に受 け た示 現 を守 り通 し，数 々の迫

害 に耐 えて生涯 を過 ご した。パ ウ ロは その こ

とにつ い て， テ モテの 民に書 いて いる。 その

こ とはあ なた方 も御 在知 の こ と と思 う。

「わた しは， す でに 自身 を犠牲 として さ さ

げて い る。 わ た しが世 を去 るべ き時 は きた。

わ た しは戦 い を りっぱに戦 いぬ き， 走 るべ

き行 程 を走 りつ くし，信 仰 を守 り とお した。

今 や， 義 の冠 が わた しを待 って いるば か り

で あ る。か の 日に は， 公 平 な.審判 者 であ る主

が， そ れ を授 け て下 さるで あ ろ う。 わた しば

か りで はな く，主 の 出現 を心 か ら待 ち望 んで

い たすべ て の 人に も授 け て下 さるで あ ろ う。」

(IIテ モテ4：6-8)

人生 の 競走 を力強 く，雄 々 し く走 り通 そ う

では な いか。 また， 人々 に援 助 の手 を差 し伸

べ よ うでは ないか 。 この世 の生 涯 の人 々の こ

とをよ く考 え ようでは な いか。 こ の世 の生涯

を完走 し， 天 の王 国に おけ る報 い を得 る こ と

が で き るよ う， 天 父に導 き と助 け を求 め て祈

ろ っで は ないか 。

☆ ☆



キ ンボール大管長から受けた祝福

ノ ー マ ン ・ビ ンセ ン ト ・ビ ー ル

苦 しい時には・祈 り潜 をなし渡 を示し紳 の存在を身近に感じるようにすることです・
これは私 が体 験 を通 して 学ん だ こ とで す。

私 は ある時 大 きな問題 を抱 え， それ を解 決 しよ うと2，3週 間一 生 懸命 に努 力 し ました。 その

問題 は今 考 え てみ れば 大 したこ とでは な く，悩む 必要 は なか った のです が， 当時 の私 に とって

は一大 事 で あ り， 重大 な問 題 で した。 そ して，私 は先 に述べ た方法 すべ て を使 って， 無事 にそ

の問題 を解 決 す る こ とが で きたの です 。

先 日，ユ タ州 の ソル トレー ク ・シテ ィー に演 説 に行 っ た時，末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会

の 本部 に招 か れ，大 管長 とふ た りの副 管長 に お会 い しま した。 この 団体 は世 界に350万 の会 員

を擁 す る立 派 な宗教 組織 で，世 界各地 で 人.々に 多大 な貢 献 をして います 。彼 らは神 のみ 業 を行

なって お り，幸せ で，徳 高 く，正 直 で，義 しい人々 を生 み出 しています。 「あ なたが たはその実

に よって彼 らを見 わけ る」(マ タイ7：20)と い う言 葉 の通 りです 。

私 は 先代 のふ た りの大 管 長 に は 面 識 が あ りま したが，現 在 の 大 管長 にお会 いす るのはそ の

時 が初 めて で した。 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会.の今 日の大管 長 は スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ

ー ル とい う方 で
， 彼 は幾 度 とな く肉体 的 な苦 難 に直 面 し， それ を克服 して きま した。私 は これ

ら3人 の神 の 人 とお会 い したの です。私 たち は楽 しく語 り合 い ま した。私 は最 後 に，大 管長 に

こ う申 し上 げ ました 。「キンボール 大管長 ，私 を祝 福 してい ただ け ません でしょうか 。」 この よ う

なお願 い を したの も，キンボー ル大 管長 の 中に言 い よ うのな い霊 的 な もの を感 じたか らです。

キ ンボー ル大 管長 は私 に こ う問 い返 され ま した。 「私 ど もの教 会員 が行 なっ てい る方 法 で 祝.

福 して もらい たい とお しっ や るの です か。」

私 は， 「はい ，そ うです」 と答 え ました。

す る と， キ ンボー ル大 管長 は私 の背 後 に立 ち， ふ た りの副 管長 と共 に私 の頭 の上 に手 を按 い

て，静 か に， しか し威 厳 のあ る声 で優 し く私 の名 前 を呼 んで私 の ため に祈 って下 さい ま した。

主が 私 と共 に ある よ う，私 を愛 し， 私 を見守 り， 導 い て下 さ るよ うに と祈 っ て下 さ ったのです 。

キンボー ル大 管長 が祈 り始 め るや私 の心 は和 ら ぎ，急 に何 とも説 明 し難 い喜 び に満 た され，私は

思 わず こ う言 って しま 暁ま した。 「大管長 ，主 が こ こに い らっしゃい ます。私 には そ う感 じられ

ます 。」

私 は大 管長 に別 れ の あい さつ を述 べ る と， 外 に 出ま した。 歩 きなが ら， 急 に肩の 荷が軽 くな

っ た よ うに感 じま した。長 い間の苦 しみの答 えが 得 られ たの です 。私 は勝 利 を得 た思 いで した。

私 が 主 を求め た ので， 主 が私 に答 えて下 さっ たので す。 主に祈 り求め た ので， 主は 「わ れ ここ

に あ り」 と答 えて下 さ ったの です 。

(ノーマン ・ビンセン ト・ピール 米国の宗教家。ニューヨー ク州ニューヨーク・シティ

ーのマーブル協同教会の牧師。本文は1975年4月27日 にラジオ放送されたピール牧師の説

教より引用。許可を得て掲載。)
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